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ご 挨 拶

文化推進担当理事・文化推進部長　　渡 邉　義 浩
（文学学術院教授）

文化推進部年報20 1 8年度版の刊行にあたって

早稲田大学は、建学以来、積み重ねてきた歴史と伝統を通して、日

本社会とその文化に貢献してきました。その蓄積は、しばしば早稲田

らしさ、あるいは「早稲田文化」と称され、在学生、教職員、卒業生

を含め広く早稲田関係者の誇りを醸成してきました。

文化推進部は「早稲田文化」の発信の中心的な役割を担うとともに、

学生・校友・地域へと、広く開かれた連携による｢知｣の共創と創出

を図りながら社会に貢献することを目指し、2007年に設置されまし

た。従来から独自に展開してきた坪内博士記念演劇博物館、會津八一

記念博物館、大学史資料センターの三機関に、文化推進部直属の事務

組織として文化企画課を加え、それぞれが独自の役割を担いつつも、

それらが早稲田における「文化の束」として一体となって活動してい

ます。

早稲田大学では、国宝２件、重要文化財７件、重要美術品８件を含

む美術品、書画、博物資料、図書資料、映像資料など、500万点以上

を所蔵していますが、これらは早稲田文化の核をなす貴重な文化資産

です。文化推進部では、これらの資源の公開と活用にも積極的に取り

組んでいます。

文化活動を展開する上で充実した文化施設は不可欠ですが、2014年

には学内外に早稲田大学の歴史と未来を発信する場として「ワセダ

ギャラリー」を27号館地下１階にリニューアルオープン、2015年に

は同館１階を改修してショーウィンドウスペースを設置するなど、文

化活動の拠点も拡大させてきました。2018年３月には既存の坪内博

士記念演劇博物館、會津八一記念博物館に加え、３つ目のミュージア

ム「早稲田大学歴史館」を開館。本学の歴史（過去・現在・未来）に

関する資料や情報を、単なる通史の平板な陳列ではなく、来館者がそ

れぞれの関心に応じて新たな発見ができるよう、多様な切り口で提示

しています。さらに、2019年３月には戸山キャンパスに竣工した本学

の新たなシンボル「早稲田アリーナ」内に４つ目のミュージアム「早

稲田スポーツミュージアム」も開設しました。長い歴史を彩る栄光の

シーンや象徴的なエピソード等を通じて、常に時代の先頭を走るパイ

オニアとして大きな注目を集めてきた「早稲田スポーツ」の持つ、比

類なき個性や魅力を感じていただくことができます。

早稲田大学では、2032年の創立150周年に向けて中長期計画

「Waseda Vision 150」を策定し、理想の大学像を打ち立てるための各

種プロジェクトを検討・実施しており、文化推進部でも「早稲田らし

さと誇りの醸成をめざして－早稲田文化の推進」を核心戦略の一つに

掲げています。

早稲田文化を早稲田の内外、特に外から見たとき、それは「早稲田

らしさ」と結びつきます。早稲田らしさが語られるとき、早稲田の関

係者は、早稲田への帰属意識と誇りをあらためて感じることになりま

す。「早稲田らしさと誇りの醸成をめざして─早稲田文化の推進」の

目的は、１．早稲田文化とは何かをあらためて確認するとともに、そ

の充実と展開のプロセスを明らかにすること、２．早稲田文化を早稲

田らしさの評価につなげ、その評価を高めること、３．早稲田の誇り

の一層の醸成、にあり、各目的の実現を通して新たな文化の創成に寄

与することを目指しています。具体的には、この目的の実現のために

８つのプロジェクトを立ち上げ、独創的な事業に取り組んでいます

（①文化・芸術の推進とキャンパスからの文化発信プロジェクト、②

地域との連携による文化発信と施設の有効活用プロジェクト、③バー

チャルミュージアム─文化資源データベース公開の強化・拡充プロ

ジェクト、④早稲田大学百五十年史編纂プロジェクト、⑤早稲田ス

ポーツの新たな展開プロジェクト、⑥早稲田らしさと誇りの探求プロ

ジェクト、⑦ワセダ演劇の発信力強化プロジェクト、⑧国際文学館開

設プロジェクト）。

社会における大学の存在意義は、何よりもまず教育・研究にあるの

はもちろんですが、そこから生成される「文化」の力を発信すること

により、大学と社会の結びつきをより強め、ひいては社会の豊かさに

貢献する、そこに文化推進部の真にして無二の役割がある、と確信し

ています。東西古今の「文化の潮」が渦巻く早稲田からの力強い文化

発信と、早稲田の文化を未来の世代へ承け継ぐことが私たちの大切な

使命であると考えています。

「早稲田文化」はスポーツや科学などの分野をも含み、学生、卒業

生の活動・活躍も早稲田文化の重要な構成要素です。また、本学の校

友だけではなく、広く社会一般の方々にも理解、共感を得て、早稲田

文化を拡げて行きたいと考えています。今後とも本学の文化事業への

ご理解とご支援を心からお願い申し上げます。
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坪内博士記念演劇博物館

ご 挨 拶

2 0 1 8年度の演劇博物館（エンパク）

2018年、早稲田大学坪内博士記念演劇博物館（通称エンパク）は、

おかげさまで開館90周年を迎えた。このところ演劇に限らず幅広い展

覧会を開催してきたが、18年度の企画展では、90周年を記念して原点

に立ち戻り、春季には歌舞伎と文楽、秋季には現代演劇を取り上げた。

春季企画展「ニッポンのエンターテインメント　歌舞伎と文楽のエ

ンパク玉手箱」では、エンパクが世界に誇る歌舞伎・文楽の館蔵コレ

クションのみで構成し、台本、浮世絵、衣裳、人形など、数多くの原

資料を視覚的・立体的に構成し、迫力ある空間を作り出した。記念イ

ベントも90周年にふさわしく、素浄瑠璃公演「豊竹呂太夫『志渡寺』

に挑む」では、大作『花上野誉碑』の「志渡寺の段」を一段通して語っ

ていただき圧巻であった。三代襲名スペシャルトークショー「待って

ました、高麗屋！」では、親子孫三代で同時襲名された二代目松本白

鸚、十代目松本幸四郎、八代目市川染五郎のお三方をお招きし、華や

かなトークで超満員の来場者を沸かせた。

秋季企画展「現代日本演劇のダイナミズム」では、複雑な様相を呈

する多様な現代日本演劇を11のカテゴリーに分け、さらにカテゴリー

を超えた結びつきをカラフルなひもで結んで可視化し、立体的な展示

を試みた。80以上もの劇団と多くの演劇人の方々が参加してくださっ

たおかげで壮観な見取り図を提示することができたと思う。こちらも

「岩松了×風間杜夫×坂井真紀トークショー　逃げる劇作家、岩松了

を追いかけて。」や、演劇博物館の館内を舞台としたゲッコーパレー

ド公演『リンドバークたちの飛行』、劇団OiBokkeShi主宰・菅原直樹

氏による「老いと演劇のワークショップ」など充実したイベントの

数々を行い、現代演劇の多様なありようを示すことができた。

秋季展と同時開催した特別展「演劇評論家　扇田昭彦の仕事――舞

台に寄り添う言葉」では、2015年に急逝された扇田昭彦氏のお仕事を

振り返り、その卓抜な批評の言葉を展示した。山口宏子氏による記念

トーク「扇田昭彦の仕事　劇評の役割」は、扇田氏の知られざる側面

を紹介するとともに氏の仕事を通して劇評とは何かを問う重厚な内容

となった。

また、地域振興のためのイベントも盛りだくさんで、昨年に引き続

き、平田オリザ氏を講師にお迎えして「エンパク★こども演劇教室

2018」を開催。同じく２年目となるエンパクシネマも、今年はマツ

ダ映画社のご協力を得て、無声映画をすべてフィルムで弁士と音楽付

きで上映し、屋外での上映にもかかわらず500名を超えるお客様にご

来場いただくことができた。さらに特別支援学校への狂言や常磐津の

出張講座や落語会「日本演芸若手研精会in早稲田」など、多彩なイベ

ントを実施した。

国際交流にも力を入れ、10月には「上海崑劇団講座と上演　崑劇と

日本の百年　梅蘭芳訪日公演から現在まで」を、１月には国際シンポ

ジウム「クィアな記憶を発掘する――映像メディアとアーカイブの実

践を通じて」を開催した。デジタル・アーカイブ室も、「演劇博物館

所蔵資料デジタル化ガイドライン」を公開するなど活発な活動を展開

した。

これらの活動の多くは、文部科学省から共同利用・共同研究拠点と

して認定された「演劇映像学連携研究拠点」や文化庁支援事業「新宿

から発信する『国際演劇都市TOKYO』プロジェクト」、同じく文化庁

支援事業「舞台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・活用に関する調

査研究事業」の一環である。また、アーツ・カウンシル東京や芸術文

化振興基金等の助成、そして企業や個人のご芳志等によって成り立っ

ている。ご関係の皆様に、この場を借りて改めて感謝申し上げたい。

さて、演劇博物館はエレベーター等の設置工事のため、2019年２月

１日より９月27日まで休館させていただく予定である。90周年記念

リニューアルに続いての休館となり、お客様にはご不便をおかけする

が、お体の不自由な方やご年配の方にも安心して利用していただくた

めの工事ゆえ、どうかご理解を賜りたい。

休館中もエンパクは休むことなく、演劇・映像文化の保存と発展に

寄与していく。５月23日から８月26日には、大英博物館で開催され

る世界最大規模の日本の漫画展「Manga マンガ」で、エンパクが所

蔵する河鍋暁斎画「新富座妖怪引幕」が目玉の一つとして展示される

ことになり、併せて昨年オープンしたばかりのジャパン・ハウス・ロ

ンドンで国際シンポジウム “Classical Arts×Digital Technologies” の

開催も予定している。また、休館明けには、秋季企画展「コドモノミ

ライ」（仮）と人形劇をめぐる特別展を開催する予定である。

100周年に向けて、エンパクは新たな一歩を踏み出そうとしている。

これまで以上に皆様のご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げ

る次第である。

坪内博士記念演劇博物館館長　　岡 室　美 奈 子
（文学学術院教授）
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2 0 1 8年度の會津八一記念博物館

會津八一記念博物館にとって、2018年度は大きな変革の年となった。

2018年５月15日に開館20周年を迎えた本館では、記念の展覧会、学外の

館との共同企画展、『開館20周年記念名品図録』や『20年のあゆみ』の作

成・刊行をおこなうとともに、新たな一歩を踏み出すべく、大がかりなリ

ニューアル工事によって面目を一新することとなったのである。

本博物館は、今から九十余年前に学問の討究や教育における実物資料の

重要性を説き、早稲田大学における博物館設置をはじめて提唱した會津

八一の志を継承して、1998年に旧図書館を改装して開設された。当初より

館蔵品の主体は、會津先生の蒐集による中国古代の明器・鏡鑑や金石拓本

などの東洋美術コレクション、本学考古学による昭和初期以来の発掘成果

や土佐林コレクションのアイヌ民族資料、早稲田大学の長い歴史のなかで

蓄積されてきた日本近代美術の作品群であり、これら三部門に則して展示

企画や助手の専門分野別の配置がなされてきた。またこの間、多くの校友

や本学に心を寄せて下さる方々から寄贈された数多の貴重な学術資料や芸

術作品が次々加わって、収蔵品は充実の度を増し、現在二万点余を数える

に至っている。

収蔵作品のジャンルが多岐にわたる中で、近年確実に増えてきたのが近

現代美術に関する企画展示である。これは当館の元館長藪野健先生、前館長

塚原史先生の尽力によるところが大きい。2018年度は、本館 20周年記念

として二つの展覧会「藪野健が選ぶAIZU MUSEUM名品展」「藪野健展─記

憶の扉を開けて」を、５月から８月初旬にかけて相次いで開催し、リニュー

アル前の展示空間に別れを惜しむ展示に大勢の人たちが来館してくださっ

た。また、富岡重憲コレクション展示室においても、休館までの三か月の

間に「近代の日本画」と「日本のやきもの」をテーマとした展示をおこなっ

た。

その後８月６日から今春３月末日まで、リニューアル施工のため２号館

の各展示室は全面的に閉室したが、この間も二つの企画展──「穴澤コレ

クション　古代中国鏡の世界」、「日比義也コレクション受贈記念　石を愛

でる─盆石書画の世界」──を26号館の125記念室で開催できたのは幸い

だった。どちらも寄贈者が多年にわたって蒐集してこられた特色あるコレ

クションで、教育・研究に資するところが大きい。ただ、残念なことに26

号館が一般にはあまり馴染みがない上、10階の展示室の存在はほとんど知

られていなかったことから入場者数が思うように伸びず、また展示作業に

必要なバックヤードが無いことでも困難が実感された。同展示室は、2019

年度からは考古・民俗部門の専用の展示室として使用する予定のため、こ

うした点の改善が課題となろう。

なお、これらの展覧会については図録が刊行された。展覧会図録の作成

は、寄贈された作品や資料に関する研究の第一歩となるもので、その意味

でも大学博物館の力量が問われるところである。本年度は、前年度に開催

した「狩谷棭斎墓碑受贈記念　狩谷棭斎─学業とその人」展の図録を、東

京大学駒場博物館のCatalTo（展覧会図録品評勝手連TOKYO）が「学術賞」

に選んでくださり、担当した助手には嬉しい励みとなった。

さらに2019年１月19日から３月31日には、横浜市中区の横浜ユーラシ

ア文化館を会場に、同館との共同開催による「博士の愛した中国陶磁―美

と技の5000年」展を開催した。ユーラシア文化館は、内陸アジア考古に大

きな足跡を残された故江上波夫博士のコレクションの一部を収蔵展示する

博物館で、本企画は同館の15周年と會津博物館の20周年をともに記念した

ものである。會津博物館からは、會津コレクションより選りすぐった漢・

六朝・隋唐時代の明器や俑、本館富岡重憲コレクションの陶磁器を出展し

た。同じ種類の器物であっても會津・江上・富岡の三氏が三者三様の観点

や審美眼でそれぞれ個性の異なる作品を蒐集していたことが対照されるな

ど、興味深い展示となった。

このほか、富岡重憲コレクション中の白眉の一つである手鑑「文彩」の

公刊は、コレクションの受贈以来長年の課題だったが、本年度ようやく図

録『手鑑文彩─旧富岡美術館所蔵』の刊行がかなった。これに限らず、館

蔵品を入念に調査研究してその意義や価値を明らかにし、さらにそれを一

般に公刊することは、大学博物館の活動の基盤であるべきで、本年度も『會

津八一記念博物館研究紀要』第20号や上掲の図録類がその一端を担ったが、

「早稲田大学文化資源データベース」においては、まだ會津博物館のコンテ

ンツが乏しいことを認めざるを得ない。人員、時間、資金の制約のなかで、

文化的・学術的価値の高い多くの館蔵資料の公開利用をどう推進していく

かは、大きな課題である。

展示室の大幅な再整備によって、前述のとおり考古・民俗資料の展示は

26号館の125記念室に移転予定であり、２号館２階の旧常設展示室は美術

関連の展示を主としたグランド ギャラリー（常設・企画大展示室）に衣替

えする。また、１階の旧企画展示室は會津八一コレクション展示室に、ま

た旧大隈記念室は、絵画や彫刻を中心とする近現代の美術作品を展示する

近代美術展示室に改修されて、それぞれのジャンルに特化した、まとまり

のある展示空間が実現することとなった。さらに、１階の富岡重憲コレク

ション展示室においても照明設備のLED化など施設の改善がなされ、観覧

者にとっても学芸業務にとっても利便性が一段と向上した。

リニューアルオープンは、改元をひかえた新年度の４月１日である。新

しい時代にふさわしく生まれ変わった會津八一記念博物館に、ぜひ足を運

んでいただきたい。

會津八一記念博物館

會津八一記念博物館館長　　肥 田　路 美
（文学学術院教授）
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大学史資料センターの動き（20 1 8年）

大学史資料センターは、早稲田大学の歴史、創設者大隈重信および関係

者の事績を明らかにし、これを将来に伝承するとともに、比較大学史研究

を通じて、本学の発展に資することを目的としています。さらに、「早稲田

学」を開設して大学教育の一環としての自校史教育を担い、百五十年史編

纂事業の事務局としてその中心事務を担当しています。

（1）資料の収集・整理・保存・公開とレファンス

引き続き本学の文書および本学関係者に関する資料を収集・整理し

て、保存・公開をすすめました。本年度は、個人・団体からの寄贈17

件（1,888点）、本学各箇所からの移管２件（299点）がありました（新

収資料の合計は2,187点）。刊行物・テレビ等への資料の掲載希望や所

蔵写真の使用に関する許可申請は本年度も多数あり、それぞれについて

可否を判断しました。

（2）企画展示・講演会等の開催

昨年度は、早稲田大学歴史館（以下、歴史館）設立準備のため、企画

展を休止しましたが、本年度は再開し、例年通り３回の企画展示（春季

企画展・新収資料展・秋季企画展）を開催しました。３企画とも、例年

を大きく上回る多数の方々に来場していただきました。

①春季企画展：例年、３月下旬の卒業式の時期から新入生を迎える４月

下旬の時期にかけて開催しています。本年度は歴史館開館記念企画展

として、「東京専門学校に集った学生たち─在野精神の源流─」を、

2018年３月20日から４月22日までの１ヵ月間、歴史館企画展示ルー

ムで開催しました（入場者数 4,980人）。さらに、2019年度に向け「時

代のなかの大隈講堂」展を企画し、2019年３月22日から開催してい

ます。

②新収資料展：例年６月下旬から８月初めのオープンキャンパスにか

け、前年度に校友・大学関係者などから寄贈された資料の一部を展示

するとともに、資料を通して本学のあゆみを紹介しています。前年度

休止したため、本年度は2016 ～ 2017年度の２年間分の受贈資料展

として、「資料が照らす昔日の早稲田」を６月22日から８月５日まで、

歴史館企画展示ルームで開催しました（入場者数 2,912人）。

③秋季企画展：ホーム・カミングデーと創立記念日の時期を中心に、本

学の歴史に関する企画展を開催しています。本年度は、「大山郁夫と

学生たち－時代の中の『早稲田精神』─」を、９月28日から11月４日

まで、歴史館企画展示ルームで開催しました（入場者数 3,091人）。

（3）出版・刊行事業

『早稲田大学史記要』：年１回、発行しています。本年度は、第50巻

（A5判、414頁）を発行し、また、Web（図書館運営の「早稲田大学リ

ポジトリ」）で公開しました。同巻には、論文２本と、昨年度の「大隈

祭」の講演、「早稲田学」の公開講義の記録、および『早稲田大学

百五十年史』の編纂とかかわるシンポジウムの講演録、座談会、聞き取

り記録などが掲載されています。また、通算50巻を記念して創刊号か

らの総目次を掲載しました。

（4）自校史教育の展開

①「早稲田学」：本年度も、グローバルエデュケーションセンター設置

科目として「早稲田学」を開講し、学生に対して早稲田大学の歴史を

講義しました。クォーター科目として、「「早稲田学」の基礎α（日

本近現代史のなかの早稲田大学）」（春クォーター）、「「早稲田学」

の基礎β（創設者大隈重信と建学者たち）」（夏クォーター）、「「早

稲田学」の探究α（人物で探る早稲田）」（秋クォーター）、「「早稲

田学」の探究β（早大生たちの活動と生活）」（冬クォーター）」を開

講しました。また、公開講義として、昨年度に引き続き春クォーター

に「私が体験した戦争と抑留」を実施し、多くの方々に聴講していた

だきました（出席者数251人）。

②新入生向け教育プログラム：オンデマンド講義「わせだライフ

ABC ～早稲田大学で学ぶ前に～」のテーマ８「早稲田大学の歴史」

を担当しました。

（5）百五十年史編纂事業

大学史資料センターが事務を担当し、事業の推進にあたっています。

本年度は、第１巻の編集・執筆を推進するとともに、校閲・校正の方法

について検討しました。また、第２巻について、構成案と重要事項など

についての検討をすすめました。他方、学内外の資料の調査・収集をす

すめ、大学関係者への聞き取り調査を実施するとともに、聞き取り済み

データの公開をはかりました。

「Web版資料集」の編集・公開事業として、昨年度公開の「戦争犠牲

者データベース」、Wiki版『早稲田大学百年史』につづいて、「学校設

置関係資料データベース」、「『早稲田学報』記事データベース」の公開

準備をすすめ、「課程表・学科配当表データベース」作成作業の進捗な

どをはかりました。また、Wikiシステムを活用した『早稲田大学

百五十年史』編纂システムの構築・運用について検討をすすめました。

「大学史セミナー」を本年度は12月に開催し、「歴史のなかの私立大

学経営と早稲田」と題して戸村理氏（國學院大學教育開発推進機構准教

授）に講演していただきました。学内外（とくに今回は学内）から多く

の参加を得（46人参加）、有意義な会となりました。

（6）共催・協力事業

各地域・団体の要請に応える協力事業として、例年通り佐賀市大隈重

信記念館の「大隈祭」（５月13日）に講師を派遣しました。佐賀県立佐

賀城本丸歴史館「肥前さが幕末維新の「人」─佐賀の人づくりが近代日

本を支えた─」展、公益財団法人にいがた文化の記憶館「日本近代化の

パイオニアたち　現代情報化社会の先達─前島密・大橋佐平・大橋新太

郎・坪谷善四郎・市島謙吉─」パネル展示、国土交通省「明治記念大磯

邸園　明治150年記念公開」パネル展示などに協力しました。

大学史資料センター

大学史資料センター所長　　大 日 方　純 夫
（文学学術院教授）
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総　　括

早稲田大学では、本学が持つ有形・無形の文化資産をもって、文化面においても日本のリーディングユニバーシティであるよう、多岐にわたる
活動を行っています。それらの取り組みは、本学が一丸となって取り組みを行っている “Waseda Vision 150” の大きな柱のひとつとして位置付け
られており、学内各箇所が個別に実施してきた文化事業活動に優先・重点事業を設定し、より高い文化力を発揮できるように取り組んでいます。

１．“Waseda Vision 150” への取り組み　http://www.waseda.jp/keiei/vision150/index.html
本学では、アジアのリーディングユニバーシティとして確固たる地位を築くための中長期計画 “Waseda Vision 150” を策定しました。
文化推進部では、「核心戦略６　早稲田らしさと誇りの醸成をめざして─早稲田文化の推進」を担当し、以下の複数プロジェクトを実施。2018年度
はSTAGE 2 の開始の年にあたり、STAGE１の５年間の成果を元に、引き続き多くの事業を遂行しています。

【８つのプロジェクト】
１）文化・芸術の推進とキャンパスからの文化発信プロジェクト
　　（webサイトやFacebook、Twitter、Instagram、メールニュース等で本学の文化・芸術活動を幅広く広報）
２）地域との連携による文化発信と施設の有効活用プロジェクト（本学に縁が深い都県を中心に、連携事業を実施）
３）バーチャルミュージアム－文化資源データベース公開の強化・拡充プロジェクト
　　（文化資源データベースを公開。公開データベース数74、公開データ数95万件以上）（2019年２月現在）
４）早稲田大学百五十年史編纂プロジェクト（百五十年史１～３巻の作成と関連シンポジウム等の開催）（2019年３月現在）
５）早稲田スポーツの新たな展開プロジェクト（早稲田アスリートプログラム（WAP）等の推進）
６）早稲田らしさと誇りの探求プロジェクト（早稲田大学歴史館の開館。「大隈重信演説談話集」の配布と「大隈重信自叙伝」の刊行）
７）ワセダ演劇の発信力強化プロジェクト（演劇博物館各種イベントの実施。早稲田小劇場どらま館での演劇公演）
８）国際文学館開設プロジェクト（2018年12月に新しく追加されたプロジェクト）

２．キャンパスのミュージアム化と世界に向けての文化発信　─早稲田の文化を未来の世代へ─
早稲田大学は、1882年の創立以来、坪内逍遙らが文学・演劇研究を開拓し、図書館・博物館における文化的資料の収集・公開を進めるとともに、
芸術家、小説家、批評家、演劇人、映画人など、文化の発展に寄与する多くの人材を輩出してきました。また、国宝２件、重要文化財７件、重要
美術品８件を含む図書、図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録文書類など、500万点以上を所蔵しています。本学はこれらの「早
稲田文化」の資源の公開と活用を通して、大学の使命の一つである社会貢献に努めています。現在、価値観の多様化や広範な異文化間の交流、多
文化社会の形成等により、本学の文化的使命はますます大きくなっています。
こうした社会状況のなかで、本学では二つの独創的な事業に積極的に取り組みます。

（1）キャンパスのミュージアム化
学内の各所にすぐれた芸術・美術作品を展示し、「早稲田らしい品格のあるキャンパスの雰囲気」の場の形成を目的としています。学生・
教職員・来校者が直接に高い芸術性を持つ作品に触れられることは、豊かな心と教養を涵養し、人格形成にも役立つと考えています。また、
キャンパスがこうした芸術・美術作品に囲まれていることは、それ自体が誇らしいことでもあります。2014年には27号館地下１階に「ワセダ
ギャラリー」をリニューアルオープン、2015年には同館１階を改修してショーウィンドウスペースを設置するなど、着実に文化活動の拠点を
拡大してきました。
2018年３月には既存の坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物館に加え、３つ目のミュージアム「早稲田大学歴史館」を開館。本学の
歴史（過去・現在・未来）に関する資料や情報を、単なる通史の平板な陳列ではなく、来館者がそれぞれの関心に応じて新たな発見ができる
よう、多様な切り口で提示しています。さらに、2019年３月には戸山キャンパスに竣工した本学の新たなシンボル「早稲田アリーナ」内に４
つ目のミュージアム「早稲田スポーツミュージアム」も開設しました。長い歴史を彩る栄光のシーンや象徴的なエピソード等を通じて、常に
時代の先頭を走ってきた「早稲田スポーツ」の個性や魅力を感じていただくことができます。

（2）バーチャルミュージアムの実現
バーチャルミュージアムとは、早稲田大学が有する文化資源を三次元などの先端技術による仮想空間の中で精細かつ鮮明に再現することに
より、時と空間の制約を超えた体験を可能とするものです。
2017年６月に公開した「早稲田大学文化資源データベース」を今後も拡充・発展させることで、何時いかなる時も、あらゆる場所で、実際
には手に触れることが難しい美術工芸品や博物館資料をはじめとする本学の貴重な文化的資産に接することができるようになります。

３．早稲田スポーツミュージアムの開館
早稲田大学は、草創期より体育・スポーツ活動を積極的に奨励し、学生スポーツ界を牽引するとともに、多くの優れたアスリートやスポーツ関
係者を陸続と輩出してきました。
「早稲田スポーツ」は、常に時代の先頭を走るパイオニアとして社会的にも大きな注目を集め、本学固有の魅力と校友を含めた一体感の醸成に
つながっており、その大学のみならず、日本全体のスポーツの発展に寄与してきた早稲田スポーツの存在意義を改めて共有し、その比類なき個性
を広く発信するため、「早稲田スポーツミュージアム」を、2019年３月20日に戸山キャンパスの早稲田アリーナ内に開館しました。
このミュージアムでは、長い歴史を彩る栄光のシーンや象徴的なエピソード等を通じて、早稲田らしさと誇りを体感していただけるよう、実際

に競技で使用した貴重なユニフォーム等を展示する他、写真や映像コンテンツを豊富に配置しています。また、検索システムとして「早稲田スポー
ツ名鑑」を用意、過去から現在の早稲田スポーツに係わる関係者達を検索することができます。さらに、体育各部（44部）の資料を交替で展示す
るコーナーもあり、足を運ぶ度に新たな発見があるような工夫を随所に凝らしています。

エントランスホール 開館記念テープカット 早稲田スポーツ名鑑早稲田スポーツクロノロジー
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2 0 1 8 年度  研究活動 ･教育活動

１．坪内博士記念演劇博物館

（1）研究活動

①共同利用・共同研究拠点「演劇映像学連携研究拠点」

事業の主旨
演劇映像学連携研究拠点は、2009年度から2013年度まで、文部科学大臣より「共同利用・共同研究拠点」として認定を受け、「特色ある共同研

究拠点の整備の推進事業」を実施してきた。その実績が評価され、2014年度には再認定を受け、現在第２期の研究活動を推進している。
第２期においては、演劇博物館に収蔵されながらいまだ十分に学術的に活用されていない貴重な未発表資料群を研究資源として提供するという

方針を打ち出した。この方針に沿って、未発表資料群のリストをウェブページ上で公開して研究課題４件を公募し、厳正な審査により採択するこ
とによって、テーマ研究１件と併せて５チームが研究活動を行ってきた。2018年度は、新規の公募研究４件と、継続のテーマ研究１件によって研
究活動が行われた。

研究課題　※括弧内は研究代表者
（1）テーマ研究　　１課題
・坪内逍遙・坪内士行の基礎的調査研究（濱口久仁子）

（2）公募研究　４課題
・栗原重一旧蔵楽譜を中心とした楽士・楽団研究―昭和初期の演劇・映画と音楽（中野正昭）
・戦後日本映画における撮影所システムの変遷とその実態―日活ロマンポルノを中心とした実証的研究（碓井みちこ）
・マルチマテリアルを基礎とした立正活映作品の復元（上田学）
・描かれた中国演劇と大正期日本―福地信世『支那の芝居スケッチ帖』を中心に（平林宣和）

特色ある共同研究拠点の整備の推進事業　機能強化支援
文部科学省の「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業　機能強化支援」を受けて一昨年度より始まった本事業では、国内外の演劇・映像研究

の発展に寄与すべく、海外の大学との連携と人材育成、および資料のデジタル化による研究環境の整備を進めており、具体的には以下の４つの事
業を推進している。

■海外大学との連携と人材育成
海外の研究機関との連携により人材交流・若手育成を図る本事業では、一昨年より続くバーミンガム大学付属のシェークスピア研究所との連
携事業により、早稲田大学で国際シンポジウム「現代のシェイクスピアの翻案と上演をめぐって」を開催したほか、韓国映像資料院との共催に
より同地で国際シンポジウム「イデオロギーと興行のあいだ」を開催、アメリカのカリフォルニア大学ロサンゼルス校との共催により同地で国
際シンポジウム「THE ART OF BENSHI」などを開催した。なお、本年度も全国から若手研究者を広く公募し、海外での研究発表を促進する「若
手研究者海外派遣事業」を進め、１件の助成を行った。

■「くずし字OCR」を活用した総合的古典籍データベースの構築
「くずし字OCR」技術を利用して演劇関係の古典籍をめぐる新たな研究環境の構築を目指している本事業では、本年度は閲覧可能な資料点数
の拡充とともに、公開済みの浄瑠璃丸本２件にルビ、捨て仮名、文字譜といった付加情報を追加し、顔見世・役割番付各６件については新たに
紋の情報を追加した。また、くずし字判読支援事業のワークショップも開催したほか、楽劇学会などの学外の関連機関・団体に対しても本事業
の成果を発信した。

■歌舞伎・人形浄瑠璃関係雑誌のデジタル・アーカイブの構築
演劇博物館所蔵の豊かな演劇雑誌のデジタル閲覧環境を準備し、資料保存と閲覧便宜の向上を図ることを目指している本事業では、歌劇雑誌

『オペラ』のデジタル公開用データの作成を進め、公開作業を行った。

■演劇映像関連資料のデジタル化と共有化
演劇博物館の演劇映像資料のデジタル化を進める本事業では、一昨年より続く草創期のテレビ台本のデジタル化や、新たな熊本県の映画興行
資料「鶴田コレクション」のデジタル化を行ったほか、すでにデジタル化したテレビ作品『ちえのわクラブ』や映画作品『乃木将軍』に録音な
いし実演によって新たな音声を付与して上映する試みを行い、これらの事業の成果を示す複数のシンポジウムを開催した。

②平成30年度文化庁「美術館・歴史博物館重点分野 推進支援事業」  
「舞台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・活用に関する調査研究事業」

事業の主旨
本事業の目的は、これまで十分な議論がなされてこなかった舞台芸術・芸能関係映像の保存と活用を促進する実践的な方法論を確立すると同時
に、貴重な映像文化遺産を未来へと伝承していくことである。具体的には、本事業を通じて、舞台芸術・芸能関係の映像資料を所蔵する劇団・劇
場・文化施設等との人的ネットワークを構築しながら、映像資料のデジタル保存・活用に向けた指針を演劇博物館が主体となって提案することを
目指している。演劇博物館は平成26年度から文化庁「美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業」に採択され「舞台芸術・芸能関係映像のデジタ
ル保存・活用に関する調査研究事業」を行ってきたが、５年目となる今年度は、主に以下のような事業を行った。
①デジタル映画の保存・活用に関する調査研究
1980年代以降、VHSは使用頻度の最も高い映像記録媒体の一つであり、数多くの演劇が収録されている。本年度は、劇評家・扇田昭彦が残した

約1,000本に及ぶVHSに収められた舞台関連映像をデジタル化し、目録化に取り組んだ。これまでの調査では、ソフト化されていない第三舞台、
夢の遊民社、天井桟敷などの演劇作品だけでなく、洋舞・舞踏関連のインタビューやドキュメンタリー、さらにはトニー賞授賞式の映像等を多数
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確認できた。今後は目録化を継続しつつ、デジタル化済映像の長期的な保存環境と方法の比較考察に加え、著作権の問題を解決しながら、学術研
究を含む幅広い分野で利活用する方法および機会を模索したい。
②フィルム映画のデジタル保存・活用に関する調査研究
過去４年間にデジタル化を完了した映像の活用を目的に、武原はんの貴重な舞踊映像を演劇博物館一階のシアタールームで上映した。本年度は、
武原資料での取組を援用し、俳優／演出家・滝沢修や映画監督・小林悟の寄贈資料に含まれる映像媒体（８・16ミリフィルム、オープンリール、
VHS等）の整理と合わせて、本館が収蔵する映画フィルムの中から414本を対象に「A-D Strips」を用いた劣化調査を行った。結果、ビネガーシン
ドロームを含む、ワカメ状化や結晶化といった顕著な劣化状態にあるフィルム群を選定することが出来た。今後は、調査データをもとに、館内で
のフィルム保存環境の改善とフィルムのカラシ作業を効率的に進める方法を引き続き検討したい。

２．會津八一記念博物館

（1）研究活動

①中国仏教美術史（特に唐代敦煌壁画の研究）
②中国書法史（漢代から唐代の石刻資料を中心に）
③狩野派、特に山下狩野派周辺の研究
④シルクロード考古学・仏教寺院研究・リモートセンシング・非破壊調査

（2）教育活動

①レクチャールームで行う博物館実習への支援
②文学学術院、教育・総合科学学術院、理工学術院などの授業の補完
③修学旅行、課外学習など見学者の受け入れ
④エクステンションセンター受講生などの受け入れ

３．大学史資料センター

（1）研究活動

①『早稲田大学百五十年史』の編纂：早稲田大学史の研究
②大隈重信および関係者の事績研究
③比較大学史研究：高等教育をはじめとする比較大学史の研究
④大学行政文書の管理保存研究：大学アーカイブスの研究
⑤所蔵・寄贈資料の調査研究
⑥大学史セミナーの開催

（2）教育活動

①「早稲田学」の基礎、「早稲田学」の探究：グローバルエデュケ―ションセンター設置科目
②わせだライフABC

文化事業

2 0 1 8 年度  研究活動 ･教育活動
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展覧会 坪内博士記念演劇博物館

日時 　  第１期　３月23日（金）～５月８日（火）  

第２期　５月10日（木）～６月26日（火）  

第３期　６月28日（木）～８月５日（日）  

開館時間：10：00～17：00（火・金19：00まで）

会場 　  演劇博物館２階　企画展示室、１階　特別展示室

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

協力 　  松竹株式会社、独立行政法人日本芸術文化振興会、公益財団法人文楽協会、

公益社団法人日本俳優協会、NPO法人人形浄瑠璃文楽座

演劇博物館開館90周年記念　2018年度春季企画展

「ニッポンのエンターテインメント　歌舞伎と文楽のエンパク
玉手箱」

17世紀から近代に至るまで、文学や美

術、音楽、演芸や映画にも大きな影響を与

え、庶民文化の基盤を形成した「歌舞伎

と文楽」。演劇博物館の歌舞伎・文楽コレ

クションは世界最大。エンパクの宝物とも

いえるこれらの資料を中心に、その魅力や

楽しみ方を紹介する展覧会を開催した。作

る、演じる、見る―さまざまな視点で、台

本、浮世絵、衣裳、人形など、普段なかな

か公開できない貴重資料も含め数多くの原

資料を立体的に構成し、迫力ある空間を作

り出した。 ●来場者数　29,033名

日時 　  ５月29日（火）　18：15～

会場 　  大隈記念講堂　大講堂

主催 　  NPO法人人形浄瑠璃文楽座

共催 　  演劇博物館

出演 　  六代豊竹呂太夫（太夫）、鶴澤清介（三味線）

演目 　  『花上野誉碑　志渡寺の段』

演劇博物館開館90周年記念　2018年度春季企画展「ニッポンのエンターテ
インメント　歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱」記念イベント

素浄瑠璃公演「豊竹呂太夫『志渡寺』に挑む」

春季展開催にあわせ、文楽関連イベン

トとして、六代豊竹呂太夫、鶴澤清介、両

師による素浄瑠璃公演を開催した。太夫と

三味線が命をかけると言い習わされる大作

『花上野誉碑』志渡寺の段を一段通して

語っていただき、約15分の休憩をはさんだ

後、当館児玉竜一副館長を交え、アフター

トークを実施した。緊張感みなぎる迫真の

演奏と、一転してくつろいだ大阪弁のトー

クに、会場は大いに盛り上がり、喝采の内

におひらきとなった。

 ●来場者数　447名

展覧会関連催し物
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日時 　  ７月30日（月）　18：30～

会場 　  大隈記念講堂　大講堂

出演 　  二代目松本白鸚、十代目松本幸四郎、八代目市川染五郎

聞き手 　  鈴木英一（演劇博物館招聘研究員）、児玉竜一（演劇博物館副館長）

演劇博物館開館90周年記念　2018年度春季企画展「ニッポンのエンターテ
インメント　歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱」記念イベント

三代襲名スペシャルトークショー「待ってました、高麗屋！」

春季展開催にあわせた歌舞伎関連イベ

ントとして、三代襲名スペシャルトーク

ショー「待ってました、高麗屋！」と題し

て、二代目松本白鸚・十代目松本幸四郎・

八代目市川染五郎のみなさまにご出演いた

だいた。幸四郎氏の長年のご友人である鈴

木英一氏と児玉竜一副館長が聞き手とな

り、襲名披露興行を振り返る形で進行した。

会場の大講堂が満員となったため、小講堂

でサテライト中継を実施し、閉会後にはお

三方が小講堂のお客様にご挨拶に伺うとい

うサプライズもあった。

 ●来場者数　1,073名

展覧会関連催し物

日時 　  ①４月20日（金）　18：00～  

②６月12日（火）　18：00～

会場 　  演劇博物館２階　企画展示室

講師 　  児玉竜一（演劇博物館副館長）

演劇博物館開館90周年記念　2018年度春季企画展「ニッポンのエンターテ
インメント　歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱」

ギャラリートーク

本展出品資料の数々を展観しながら、本

展企画担当者である児玉竜一副館長が、

「作る、演じる、見る」というさまざまな

観点に立った展示解説を行った。参加者は

年配の方が比較的多かったが、中には学生

と思われる若い参加者もあり、皆熱心に児

玉副館長の話に耳を傾けていた。普段な

かなかご覧いただくことのできない貴重な

資料と講師のユーモアに溢れたトークによ

り、歌舞伎と文楽の世界をより身近に感じ

ていただく機会を創出することができた。

 ●来場者数　①22名　②25名

展覧会ギャラリートーク
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  ５月16日（水）　18：30～20：00

会場 　  小野記念講堂

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

講師 　  松岡和子（翻訳家・演劇評論家）

2018年度シェイクスピア祭演劇講座

シェイクスピア劇の翻訳 ―ページからステージへ

翻訳家の松岡和子先生に『マクベス』を

中心としながら、これまでどのようにシェ

イクスピア劇を翻訳されてきたのか、その

秘訣をお話しいただいた。2000年にグレ

ゴリー・ドーラン演出の『マクベス』の舞

台を観劇し、その結果、すでに訳されて

いるご自身の『マクベス』の「Tomorrow 

Speech」（第５幕第５場）の訳に手を加え

られたことや、そこから翻訳というのは、

一度、訳したらそれで完了というわけでは

なく、その時に出会った演出家や俳優たち

とともに常に進化し続けるものだというこ

とをご説明くださった。

 ●来場者数　186名

坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　  ５月25日（金）　18：30～

会場 　  大隈記念講堂　小講堂

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

出演 　  八代目市川染五郎

聞き手 　  鈴木英一（演劇博物館招聘研究員）

司会 　  児玉竜一（演劇博物館副館長）

第81回　逍遙祭

染五郎13歳、「ハムレット」を読む

シェイクスピアの「ハムレット」の最年

少主演記録保持者十代目松本幸四郎を父

に持つ市川染五郎さんに、その台本の一部

を朗読していただいた。休憩を挟んで鈴木

英一氏と児玉竜一副館長も登壇しアフター

トークを行った。戸惑いつつもハムレット

という役に惹かれるようになった経緯や、

幸四郎氏の指導の様子等を率直に語ってい

ただいた。凛々しい染五郎さんの出で立ち

と演技に来場者一同魅了され、その将来の

躍進を確信させられる機会となった。

 ●来場者数　773名
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坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　  ８月８日（水）～８月10日（金）　10：00～17：00  

※台風にともない、８日（水）は10：00～13：00、９日（木）13：00～17：00

　の短縮開催

会場 　  早稲田大学構内、早稲田小劇場どらま館

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

講師 　  平田オリザ

エンパク★こども演劇教室2018　演じるってなんだろう？

劇作家で、演出家でもある平田オリザ氏

の指導のもと、小学校５年生から中学生３

年生を対象に、自分で作品を作り、演じる

ことを通じて演劇の楽しさに触れてもらう

ワークショップを開催した。こどもたちは

グループごとに10分ほどの短い演劇作品

を作り、最終日に早稲田小劇場どらま館の

舞台で発表した。作品の完成度もさること

ながら、学校も学年も越えてともにワーク

ショップを楽しむこどもたちの姿が印象的

だった。

 ●来場者数　ワークショップ：26名

 発表会：69名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  ９月１日（土）　11：00～18：30

会場 　  八千代座

主催 　  熊本大学教育学部、演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点、一般財団法人山

鹿市地域振興公社

協賛 　  千代の園酒造（株）

協力 　  KONJIKI PROJECT、亀寿し、熊本市電気館、湯宿湶、国立映画アーカイブ

登壇者 　  木村理郎（山鹿市文化協会会長）、中村青史（熊本大学名誉教授）、柴田康太

郎（演劇博物館研究助手）、上田学（神戸学院大学人文学部准教授）、  

神田由築（お茶の水女子大学基幹研究院教授）、児玉竜一（文学学術院教授）

出演 　  片岡一郎（弁士）、山内菜々子（弁士）、湯浅ジョウイチ（ギター）、古橋ゆき 

（ヴァイオリン）、今上千鶴、秋山奈菜（フルート）、森みゆき（ピアノ）

八千代座に甦るサイレント映画たち

演劇映像学連携研究拠点の機能強化支

援事業によって、戦前の熊本県内の映画館

のチラシ資料群「鶴田コレクション」がデ

ジタル化されたことを契機として、明治末

期に誕生した芝居小屋・八千代座で、九州

の芝居や映画興行をめぐるシンポジウムを

行うとともに、演劇博物館の所蔵資料を交

えた生演奏と弁士の語りによる映画上映を

行った。学術的な研究成果の紹介と多彩な

映画上映によって、来場者から喝采を浴び

た。

 ●来場者数　363名
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展覧会 坪内博士記念演劇博物館

日時 　  ９月29日（土）～2019年１月20日（日）　10：00～17：00（火・金19：00まで）

会場 　  演劇博物館２階　企画展示室

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

助成 　  アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）

協力 　  舞台美術研究工房　六尺堂

企画協力 　 徳永京子（演劇ジャーナリスト）、佐々木敦（批評家、HEADZ主宰）

空間 　  杉山至（舞台美術家）、中村友美（舞台美術家）

演劇博物館開館90周年記念

2018年度秋季企画展「現代日本演劇のダイナミズム」

本展では、90年代の「静かな演劇」以

降の演劇を中心に、複雑で多様な現代日本

演劇の壮大な見取り図を提示することを目

指した。出展いただいた83にのぼる劇団・

演劇人を11のカテゴリーに分け、さらにカ

テゴリーを超えた繋がりや影響関係を色と

りどりのゴム紐で繋げるという斬新な展示

手法を用いることで、ダイナミックな現代

日本演劇のありようを立体的に可視化し、

来館者に現代演劇の多様で豊かな魅力を

伝える好機となった。

 ●来場者数　20,925名

日時 　  10月９日（火）　18：00～

会場 　  演劇博物館２階　企画展示室　

講師 　  佐々木敦（批評家、HEADZ主宰）

ギャラリートーク

現代日本演劇における「声」の問題

本展企画協力者である佐々木敦氏による

ギャラリートーク。現代日本演劇において

「声」の在り方がどのように変化していっ

たのか、その大きさと速度に注目し、60年

代以降を10年ごとに区切り、社会的背景と

の関連を指摘しつつ、その変遷をたどった。

講師が演劇界において大きな影響力と人気

をもつ批評家であることが、参加人数の多

さのみならずその熱度の高さにもあらわれ

ており、本展の企画意図や観方についてよ

り深い知見を得る有意義な時間となった。

 ●来場者数　55名

展覧会ギャラリートーク
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日時 　  10月17日（水）　14：00～、17：00～、19：30～（各回60分）

会場 　  演劇博物館

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

作 　  B.ブレヒト

訳 　  岩淵達治

演出 　  黒田瑞仁、柴田彩芳、本間志穂、渡辺瑞帆（青年団）、市松（砂と水玉）、  

古賀彰吾（劇団ドクトペッパズ）

出演 　  河原舞、崎田ゆかり、山本瑛子

衣装 　  YUMIKA MORI

照明 　  鈴木麻友

企画 　  本橋仁、黒田瑞仁、渡辺瑞帆

ゲッコーパレード出張公演　家を渉る劇vol.3

『リンドバークたちの飛行』

ゲッコーパレード『リンドバークたちの

飛行』を、新宿区有形文化財である演劇

博物館の建物内で上演。様々な専門を持つ

６人の演出家が展示室ごとに異なる趣向を

凝らし、来館者はリンドバークとともに部

屋を巡り冒険の旅に出る。リンドバークが

大西洋横断飛行を成功させたのは1927年。

翌1928年に設立された演劇博物館は、戯

曲と時代を共有する建物でもある。現在と

過去、日本と欧米。二つの時間、二つの場

所が交錯した。

 ●来場者数　66名

早稲田大学演劇博物館開館90周年記念　2018年度秋季企画展
「現代日本演劇のダイナミズム」記念イベント

主催：早稲田大学演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委員会
助成：平成30年度 文化庁 地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

家を渉る劇 vol.3

作　：B.ブレヒト
訳　：岩淵達治
演出：黒田瑞仁、柴田彩芳、本間志穂、渡辺瑞帆（青年団）、市松（砂と水玉）、古賀彰吾（劇団ドクトペッパズ）
出演：河原舞、崎田ゆかり、山本瑛子
衣装：YUMIKA MOR I
照明：鈴木麻友
企画：本橋仁、黒田瑞仁、渡辺瑞帆

日時：10月1 7日（水）14 :00~  1 7 :00~  19 : 30~（ 3回公演）
会場：早稲田大学演劇博物館
参加無料　要事前予約

リンドバークたちの飛行

photo by kenji seo

ゲッコーパレード出張公演
展覧会関連催し物

期間 　  10月25日（木）～2019年１月31日（木）　10：00～17：00（火・金は19：00まで）

場所 　  演劇博物館

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

協力 　  公益財団法人セゾン文化財団

総合演出・編集・執筆 　  藤原ちから（BricolaQ）

執筆 　  コジママサコ（くロひげ）、住吉山実里、高野ゆらこ、横井貴子

リサーチ 　  冨田粥

イラスト・地図・表紙デザイン・リサーチ協力 　  進士遥

制作 　  橋本麻希

演劇クエスト　花の東京大脱走編

都市を探検するツアープロジェクト『演

劇クエスト（ENGEKI QUEST）』。これまで

横浜、城崎、マニラ、デュッセルドルフ、

安山、香港で実施されてきたこのプロジェ

クトを、初めて東京で開催。東京さくらト

ラム（都電荒川線）沿線を舞台に、参加者

は「冒険の書」を手に、町を彷徨い、街の

新たな一面を発見した。

E NG E K IE NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNG EEE K IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINGGG EEEE K IIIIIIIIIIIIIIIIIII
QUE ST

演劇
クエスト
花の東京大脱走編

・JR山手線・西武新宿線　高田馬場駅（早稲田口）から　都営バス「早大正門」行　終点下車　徒歩2分
・東京メトロ東西線　早稲田駅　徒歩7分　・都電荒川線　早稲田駅　徒歩5分

〒169-8050　東京都新宿区西早稲田1-6-1　TEL：03-5286 -1829（平日9:00-17:00）
E-mail：enpaku@list.waseda.jp　@waseda_ENPAKU　@WasedaU.ENPAKU/

［お問い合わせ］

［アクセス］

主催：早稲田大学演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委員会　助成：平成30年度 文化庁 地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業　協力：

早稲田大学演劇博物館

「冒険の書」が
未知の世界への
扉をひらく！

「冒険の書」に導かれて、ひとりで町をさまよう『演劇クエスト』。

今回は東京さくらトラム（都電荒川線）沿線が舞台です。
都
電
に
乗
っ
て
、未
知
の
世
界
へ
の
扉
を
ひ
ら
こ
う
！

早稲田大
学演劇博

物館にて

「冒険の
書」無料配

布
（自由参

加・冊子
がなくなり

次第終了
）

早稲田大
学演劇博

物館開館
90周年記

念 2018
年度秋季

企画展

現代日本
演劇のダ

イナミズ
ム

会期： 2 0 1 8年 9月29日（土）

-  2 0 19年 1月20日（日）

10:00-1
7:00（火

・金は19
:00まで）

休館日： 
10月3日（

水）、17日
（水）、11

月2日（金
）、7日（水

）、21日（
水）、

 
12月5日（

水）、19日
（水）、23

日（日）- 2
019年1月

6日（日）

制作：橋本
麻希

#engekiquest

イラスト・
地図・表紙

デザイン・
リサーチ

協力：進士
遥

リサーチ
：冨田粥

執筆：コジ
ママサコ（

くロひげ）
、住吉山実

里、高野ゆ
らこ、横井

貴子

総合演出
・編集・執

筆：藤原ち
から（Bri

colaQ）

Courtesy of Hong Kong Arts Center

展覧会関連催し物
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日時 　  11月６日（火）　18：00～

会場 　  演劇博物館２階　企画展示室

講師 　  徳永京子（演劇ジャーナリスト）

ギャラリートーク

私が「弱いい派」と呼ぶ人たちのことなど

本展企画協力者である徳永京子氏による

ギャラリートーク。講師は、2011年の東

日本大震災と原発事故、さらに2016年の

やまゆり園事件といった社会を揺るがす大

災害・大事故・大事件を背景に、近年、障

がい者や引きこもり、非正規雇用者といっ

た「社会的弱者」を当事者の立場から肯定

的に描こうとする演劇潮流が生まれている

ことに着目、これを「弱いい派」と名付け、

現代演劇の最前線ととらえている。その具

体的諸相について、独自の視点から解説と

展望をお話しいただいた。

 ●来場者数　36名

展覧会ギャラリートーク

日時 　  12月11日（火）　18：30～20：00

会場 　  大隈記念講堂　大講堂

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

登壇者 　  岩松了、風間杜夫、坂井真紀

司会 　  徳永京子

岩松了×風間杜夫×坂井真紀トークショー

逃げる劇作家、岩松了を追いかけて。

現在の日本の演劇シーンを決定的に方向

づけた「静かな演劇」。そのパイオニアで

あり、30年以上も先頭を走り続けながら、

まことしやかな解説や体系化から、しなや

かに身をかわしてきた岩松了。言葉を重ね

るほどに謎が深まり、謎が官能を濃くする

唯一無二の劇世界を、ご本人と、岩松戯曲

を体現してきた風間杜夫氏、坂井真紀氏と

ともに紐解く、とても魅力的なトークショー

であった。 ●来場者数　569名

展覧会関連催し物
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日時 　  2019年１月12日（土）　14：00～17：30

会場 　  早稲田キャンパス３号館702教室

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

講師 　  菅原直樹（俳優、介護福祉士）

老いと演劇のワークショップ

「老人介護の現場に演劇の知恵を、演劇

の現場に老人介護の深みを」というコンセ

プトのもと、高齢者や介護者と共に作る創

作上演、認知症ケアに演劇的手法を取り入

れたワークショップを実施する、「老いと

演劇」OiBokkeShi。今回のワークショップ

では、演劇を通じて、認知症の人が見てい

る世界や高齢者が歩んできた人生に想像力

を働かせ、“いまここ” を共に楽しむコミュ

ニケーションを追求した。

 ●来場者数　31名

展覧会関連催し物

展覧会 坪内博士記念演劇博物館

日時 　  10月6日（土）～2019年１月20日（日）　10：00～17：00（火・金19：00まで）

会場 　  演劇博物館１階　特別展示室

主催 　  演劇博物館

助成 　  芸術文化振興基金

特別展

「演劇評論家　扇田昭彦の仕事－舞台に寄り添う言葉－」

2015年に急逝した演劇評論家の扇田昭

彦の業績を振り返る試みとして開催した。

朝日新聞演劇担当記者として名をはせた扇

田氏の膨大な評論から15本の文章を選び、

そのことばを大きくパネル展示するととも

に、時代の雰囲気をまとう関連資料、文中

に触れられた公演のパンフレット、ちらし

類、生原稿などを併置した。その他、取材

ノートの数々や、初期のスクラップ帖など

扇田家から拝借した貴重な資料群により、

その長期かつ多岐にわたる活動を展望し

た。 ●来場者数　19,738名

日時 　  10月18日（木）　18：30～

会場 　  演劇博物館１階　ミニシアター

講師 　  山口宏子（朝日新聞東京本社記者）

扇田昭彦の仕事　劇評の役割

演劇評論家のキャリアを朝日新聞記者と

してスタートした扇田昭彦氏について、同

じく朝日新聞記者としてその薫陶を受け、

多くの劇評を執筆してきた山口宏子氏にお

話しいただいた。あまり知られていない演

劇人たちとの交遊エピソードなども紹介し

つつ、扇田氏の演劇への深い思いと批評家

としての比類ない業績を浮き彫りにした講

演会であった。生前の扇田氏と親交のあっ

た参加者も多く、講演後も活発に質問が提

出され、大いに盛り上がりを見せた。

 ●来場者数　24名

展覧会関連催し物
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坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　  10月８日（月・祝）　18：30～

会場 　  演劇博物館　舞台前

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

出演 　  澤登翠（活動写真弁士）、山城秀之（活動写真弁士）、柳下美恵（ピアノ）

エンパクシネマ

演劇博物館２年目の試みとなった野外無

声映画上映会。芸術の秋に相応しい夜、会

場には立ち見を含めて約570名の幅広い層

の人々が集まり、大盛況のイベントとなっ

た。16ミリフィルムでの上映にこだわった

プログラムは、1920～30年代のコメディ

作品やアニメーションを中心に構成した。

世界的に活躍するピアニストによる伴奏音

楽と活動写真弁士による力強く巧みな語り

が臨場感溢れる笑いの空間を築き上げた。

 ●来場者数　573名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  10月23日（火）　17：00～20：00

会場 　  大隈記念講堂　大講堂

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点、上海崑劇団

助成 　  株式会社ムーラン・プロモーション

登壇者 　  平林宣和（政治経済学術院教授）、谷好好（上海戯曲芸術中心総裁、上海崑

劇団団長）

出演 　  銭瑜 、趙磊、季雲峰、呉双、侯哲、黎安、陳莉

上海崑劇団　崑劇講座　崑劇と日本の100年

次年度が梅蘭芳訪日100年となることを

機に、上海崑劇団と演劇博物館・演劇映

像学連携研究拠点の共同主催により実現

した崑劇講座。第１部では当拠点の公募研

究チームによる福地信世の「支那の芝居ス

ケッチ帖」（演劇博物館所蔵）の紹介を交

えた日本における崑劇受容をめぐる講演、

上海崑劇団や古琴奏者による崑劇・古琴の

解説・演奏が行われた。第２部では1919

年に梅蘭芳が演じた『琴挑』など貴重な崑

劇3演目が上演された。

 ●来場者数　623名
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坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　  ①10月24日（水）　10：40～12：35  

②2019年１月９日（水）　13：35～15：20  

③2019年２月１日（金）　9：50～10：40

会場 　  ①東京都立墨田特別支援学校  

②東京都立水元小合学園  

③東京都立大泉特別支援学校

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

講師 　  善竹十郎、善竹大二郎（能狂言方）

日時 　  ①11月20日（火）　14：15～15：05  

②11月30日（金）　13：40～14：25

会場 　  ①東京都立田園調布特別支援学校  

②東京都立永福学園

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

講師 　  常磐津和英太夫（太夫）、常磐津菊与志郎（三味線方）

出張体験教室〈狂言〉

出張体験教室〈常磐津〉

障がいをもったこどもたちを主な対象と

して、都内の特別支援学校に出向いて行う

enpaku出張ワークショップシリーズ10年

目。今回実施した狂言教室では、正面舞台

に描かれている「老松」を各学校で絵を描

く、色紙で散りばめるなど工夫を凝らして

再現することにチャレンジいただいた。鑑

賞するだけではなく、能舞台の一部を自分

たちの手で作り上げる、というまた違うア

プローチで児童・生徒の理解が深まったも

のと思われた。

 ●来場者数　①128名　②177名　③80名

障がいをもったこどもたちを主な対象と

して、都内の特別支援学校に出向いて行う

enpaku出張ワークショップシリーズ10年

目。重度障がいのある都立永福学園で実施

した常磐津（歌舞伎音楽）教室では、音当

てクイズの回答に、イラストボードを用い

て選択で回答するよう工夫した。児童から

は終わってからも、「笑い」のフレーズを

歌い「おもしろかった」と余韻を楽しんで

いる声も聞こえ、歌舞伎の世界をより身近

に理解してもらうことができた。

 ●来場者数　①109名　②50名

催し物
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坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　  11月１日（木）　12：00～、13：00～

会場 　  演劇博物館　舞台前、レストラン楠亭

記念式典 　  鎌田薫（本学前総長）、李成市（本学前理事）、内藤敏也（文化庁審議官）、

北大路欣也（俳優）、坪内ミキ子（俳優）

記念レセプション 　  田中愛治（本学総長）、佐藤信（座・高円寺芸術監督）、  

岡島尚志（国立映画アーカイブ館長、鳥越文藏（演劇博物館

元館長）、室井滋（俳優・エッセイスト）、藪野健（本学栄誉フェ

ロー、芸術功労者）

演劇博物館開館90周年記念式典・記念レセプション

坪内逍遙が1928年に創立し、2018年に

90年の節目を迎え、記念式典およびレセ

プションを開催した。式典では来賓の挨

拶、祝辞、参列者によるバルーンリリース

を行った。レセプションでは、来賓の挨拶、

60年代に放映された演劇博物館紹介番組

「ちえのわクラブ」の上映、早稲田大学交

響楽団の演奏で締めくくった。また参会

者には株式会社ブルボン様から提供され、 

藪野氏により描かれた演劇博物館の水彩画

をパッケージにあしらったクッキーが配ら

れた。 ●来場者数　134名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  11月３日（土）　10：00～18：00

会場 　  韓国映像資料院

主催 　  韓国映像資料院

共催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点、神戸学院大学人文学部研究推進費

登壇者 　  チョウ・ジュンヒョン（研究展示チーム長）、韓相言（漢陽大学講師）、 宇、

李・ユミ（研究展示チーム研究員）、鄭琮樺（韓国映像資料院研究員）、  

李和真、仁井田千絵（演劇博物館招聘研究員）、上田学（神戸学院大学人文

学部准教授）、近藤和都（日本学術振興会特別研究員PD）、板倉史明（神戸大

学大学院国際文化学研究科准教授）

国際シンポジウム　植民地·帝国体制期の映画館、映画文化

韓国映像資料院で開催されたこの国際シ

ンポジウムでは、演劇博物館・演劇映像学

連携研究拠点の公募研究の成果を海外に

発信すべく、当拠点の公募研究チームが参

加し、日本の帝国主義下での日中韓の映画

興行が多角的に議論された。各国の研究者

により、戦時下の日本や「満州」における

映画興行、日本の内務省による朝鮮映画検

閲、日本占領下の京城における映画館など

多岐にわたる考察が発表され、東アジアに

おける映画興行の国際的研究の意義と重要

性が示された。 ●来場者数　40名
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  11月９日（金）　13：30～15：00

会場 　  小野記念講堂

登壇者 　  鳥越文藏（演劇博物館　第５代館長）、伊藤洋（演劇博物館　第６代館長）、

竹本幹夫（演劇博物館　第７代館長）、岡室美奈子（演劇博物館　現館長）

演劇博物館開館90周年記念座談会

演劇博物館のこれまで、そしてこれから

開館90周年記念の特別な節目に、鳥越

文藏第５代館長、伊藤洋第６代館長、竹本

幹夫第７代館長、岡室美奈子現館長の歴

代館長が集い、「演劇博物館のこれまでの

歩みとこれからのあり方」をテーマとした

座談会を開催した。前半は岡室現館長が

聞き手となり、歴代館長より自身の時代の

出来事を語っていただき、後半はデーター

ベースや収蔵目録の充実や今後も演劇博

物館が守っていくべき活動など、これから

の演劇博物館はどうあるべきかについて議

論した。 ●来場者数　83名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  11月12日（月）　13：00～16：30

会場 　  早稲田キャンパス６号館318号教室

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点　平成30年度テーマ研究「坪内逍遙・

坪内士行資料の基礎的調査研究」

登壇者 　  濱口久仁子（立教大学異文化コミュニケーション学部兼任講師）、水田佳穂 

（演劇博物館招聘研究員）、松山薫（教育・総合科学学術院非常勤講師）、  

柳澤和子（教育・総合科学学術院非常勤講師）、小島智章（武蔵野美術大学

非常勤講師）

「坪内逍遙・坪内士行資料の基礎的調査研究」成果報告会

本研究会は、演劇博物館・演劇映像学

連携研究拠点において、坪内逍遙と坪内士

行の関係資料の調査・研究を行ってきた共

同研究の成果発表会として行われた。５名

の発表者それぞれが、逍遙・士行の旧蔵資

料から講演記録や書簡など未公開の貴重な

一次史料を綿密に調査した結果に基づき、

大正・昭和初期の演劇・芸能文化の諸相に

光を当て、坪内逍遙・坪内士行の新たな研

究の可能性を開いた。 ●来場者数　11名
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坪内博士記念演劇博物館催し物

日時 　  11月23日（金・祝）　11：00～16：00

会場 　  演劇博物館

第５回　エンパク青空市

秋の恒例イベント「エンパク青空市」は、

演劇博物館でこれまで収集してきた資料の

中から重複分を無料でお分けする催しであ

る。歌舞伎・文楽・落語等の古典芸能や

近現代演劇に関する和書、英・中・韓国語

等の外国語書、映画や宝塚公演などのチラ

シ・パンフレット・DVD等々を参加者に提

供した。秋晴れの空のもと、たくさんの参

加者がエンパク舞台前の会場へ集い、開館

90周年記念に相応しい活気溢れるイベン

トとなった。

 ●来場者数　310名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  11月26日（月）　15：15～17：45

会場 　  小野記念講堂

主催 　  文学学術院、バーミンガム大学シェイクスピア研究所

共催 　  スーパーグローバル大学創成支援事業　早稲田大学国際日本学拠点、演劇博

物館・演劇映像学連携研究拠点

助成 　  グレイトブリテンササカワ財団

登壇者 　  森田典正（国際学術院教授）、児玉竜一（文学学術院教授）、冬木ひろみ（文

学学術院教授）、野村萬斎（狂言師）、ティファニー・スターン（バーミンガ

ム大学シェイクスピア研究所教授）、アンガス・ジャクソン（ロイヤル・シェ

イクスピア・カンパニー）、ケリー・ハンター（フルート・シアター芸術監督）

現代のシェイクスピアの翻案と上演をめぐって

演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

は、2016年度よりバーミンガム大学シェ

イクスピア研究所との連携事業を進めてい

る。昨年のロンドンで開催された国際シン

ポジウムに続き、2018年度は早稲田で国

際シンポジウムが開催された。狂言師、歌

舞伎研究者、シェイクスピア研究者、英国

の俳優・演出家が集い、多角的にシェイク

スピア作品の翻案や現代的上演の可能性

が討議された。第２部では野村氏とケリー

氏による日英２ヶ国語による掛け合い朗読

が行われ、賞賛を集めた。

 ●来場者数　166名
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  11月27日（火）　18：30～20：30

会場 　  大隈記念講堂　小講堂

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

協力 　  株式会社オフィスエムズ

出演 　  柳亭市楽、古今亭志ん吉、柳亭市童、入船亭遊京、三遊亭わん丈

落語会「日本演芸若手研精会 in 早稲田」

2016・2017年度に引き続き「日本演芸

若手研精会in早稲田」を開催した。当日の

番組は以下の通り。春風亭きいち「真田小

僧」、柳亭市楽「粗忽の使者」、入船亭遊

京「七度狐」、古今亭志ん吉「熊の皮」、三

遊亭わん丈「お見立て」、柳亭市童「夢金」。

2018年度は出演者を一新したが、各々の

演者が持ち味を存分に発揮し熱気溢れる

落語会となった。来場者からのアンケー

トには「是非今後も毎年続けてください」

等々、継続しての開催を望む声が多数寄せ

られた。 ●来場者数　254名

展覧会 坪内博士記念演劇博物館

日時 　  12月12日（水）～2019年1月31日（木）　各日11：00、14：00  

※12月19日（水）、23日（日）～2019年１月６日（日）は休館日

会場 　  演劇博物館１階　ミニシアター

主催 　  演劇博物館

助成 　  平成30年度　文化庁　美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業、舞台芸術・

芸能関係映像のデジタル保存・活用に関する調査研究事業

武原はん秘蔵映像特別上映

2017年度に深刻な劣化状態にあった映

像記録媒体からデジタル復元した舞踊家・

武原はん氏の寄贈映像資料から、貴重な秘

蔵映像を上映した。上映作品は次の通り：

『雪』、『巴（1996）』、『囃子　猩々（1970）』、

『黒髪（1972）』、『葵の上（1972）』、『杜

若（西川鯉三郎との稽古風景）』。代表作や

稽古風景において武原氏が美しく舞う姿を

スクリーンに蘇らせる試みが好評を博し、

異例の上映期間延長となった。

日時 　  12月12日（水）　17：30～18：30

会場 　  早稲田キャンパス６号館３階　レクチャールーム

主催 　  演劇博物館

助成 　  平成30年度　文化庁　美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業、舞台芸術・

芸能関係映像のデジタル保存・活用に関する調査研究事業

解説 　  児玉竜一（演劇博物館副館長）

「武原はん秘蔵映像」公開記念解説トークイベント

演劇博物館の１階ミニシアターでの「武

原はん秘蔵映像特別上映」開催を記念し

て、児玉竜一副館長による解説トークイベ

ントを実施した。トークでは、特に武原氏

の代表作である『雪』および『杜若』に注

目し、国内の舞踊史における武原氏の評価

が多角的に詳述された。トーク後には充実

した内容の質疑応答もあり、武原はん氏の

功績を再考する有意義な機会となった。

 ●来場者数　10名

講演会・シンポジウム
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  12月15日（土）　14：00～18：30

会場 　  小野記念講堂

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

登壇者 　  柴田康太郎（演劇博物館研究助手）、真鍋昌賢（北九州市立大学文学部比較

文化学科教授）、小松弘（文学学術院教授）、矢野誠一（芸能評論家）、  

児玉竜一（文学学術院教授）

出演 　  片岡一郎（弁士）、神﨑えり（ピアノ）、川嶋信子（琵琶）、東家一太郎（浪 

曲）、東家美（相三味線）

日本映画と語り物の文化：
発掘された『乃木将軍』フィルムを中心に

演劇博物館に収蔵された小沢昭一旧蔵

資料から映画作品『乃木将軍』が発見され

たのを機に開催されたシンポジウムと映画

上映会。シンポジウムでは、映画史・浪曲

史・音楽史など多角的な考察がなされたほ

か、旧蔵者小沢氏に関する様々な証言も披

露された。また、発見されたフィルムがサ

イレント編集版だったことを受け、弁士と

浪曲師の２種類の上映が試みられるととも

に、同名作品の琵琶台本も実演され、日本

映画をとりまく様々な語り物の文化の諸相

に光を当てた。 ●来場者数　135名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  12月22日（土）　14：00～16：00

会場 　  戸山キャンパス36号館　演劇映像実習室

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点　平成30年度公募研究「戦後日本映画

における撮影所システムの変遷とその実態─日活ロマンポルノを中心とした

実証的研究」

登壇者 　  碓井みちこ（研究代表者・関東学院大学国際文化学部准教授）、木原圭翔（研

究分担者・東京大学大学院情報学環特任研究員）、鳩飼未緒（研究分担者・

本学大学院博士後期課程）、成田尚哉（映画プロデューサー）、早乙女朋子（作

家、女優）、藤井仁子（研究分担者・文学学術院教授）

「戦後日本映画における撮影所システムの変遷とその実態」の公開研究会

「プレスシートから読み解く日活ロマンポルノ」

成人映画のプログラム・ピクチャーであ

るロマンポルノは、撮影所システムの最後

の砦として、戦後の日本映画史上において

極めて重要な役割を果たした。この催しは

演劇博物館が所蔵する日活ロマンポルノの

プレスシートを扱う共同研究チームの成果

報告会である。資料考証・分析の成果を披

露されるとともに、ロマンポルノの企画・

宣伝の担当者を招いて当時の様々な背景

が説明された。製作面での証言の多かった

この分野で、プレスシートというメディア

の分析により新たな視野を開く機会となっ

た。

 ●来場者数　60名
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  2019年１月18日（金）　17：00～19：30

会場 　  小野記念講堂

主催 　  演劇博物館、新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委

員会

助成 　  平成30年度　文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業

協力 　  GLBT歴史博物館、京都大学

登壇者 　  ストゥ・マダックス（映画監督、GLBT歴史協会評議員）、ミツヨ・ワダ・マ

ルシアーノ（京都大学大学院文学研究科教授）、久保豊（演劇博物館助教）

国際シンポジウム

「クィアな記憶を発掘する ─ 映像メディアとアーカイブの実
践を通じて　Excavating Queer Memories through Visual 
Media and Archives」

登壇者には、ジェンダーとセクシュアリ

ティの観点から、映画制作の実践、国内の

映像アーカイブの状況、演劇博物館での資

料発掘方法に関する近年の動向と課題を共

有いただいた。性的マイノリティの記憶を

捉えたホームムービーの歴史的重要性と収

集・利活用の難しさ、セーフスペースとし

ての博物館の可能性、さらには国文学研究

における同性愛嫌悪がアーカイビングと展

示に与える影響などに関する活発な議論が

交わされた。

 ●来場者数　159名

坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  2019年１月30日（水）　14：00～17：30

会場 　  小野記念講堂

主催 　  演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点　平成30年度公募研究「栗原重一旧蔵

楽譜を中心とした楽士・楽団研究」

登壇者 　  白井史人（日本学術振興会特別研究員PD）、山上揚平（東京藝術大学音楽学

部非常勤講師）、中野正昭（明治大学文学部兼任講師）、柴田康太郎（演劇博

物館研究助手）、紙屋牧子（東京国立近代美術館フィルムセンター・特定研

究員）、武石みどり（東京音楽大学音楽学部教授）、毛利眞人（音楽評論家）

出演 　  渡邊恭一（編曲・サックス・クラリネット）、八巻綾一（サックス・クラリネッ

ト）、大石俊太郎（サックス・クラリネット）、二井田ひとみ（トランペット）、

山本琢（ピアノ）、寺尾陽介（ベース）、桃井裕範（ドラム）

「栗原重一旧蔵楽譜を中心とした楽士・楽団研究」の公開研
究会「エノケンの楽団と舞台・映画・レコード：栗原重一旧
蔵楽譜から考える」

栗原重一（1897－1983）は、昭和初期

の日本でオペレッタやジャズの受容に大き

な役割を果たした音楽家である。音楽・演

劇・映画など多面的な考察とともに、演劇

博物館に収蔵された栗原旧蔵資料の研究

成果が紹介された。また一部の楽曲の実演

が試みられ、歴史的な楽譜を演奏する際の

問題や可能性が議論された。

 ●来場者数　74名
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坪内博士記念演劇博物館講演会・シンポジウム

日時 　  映画上映会：2019年３月１日（金）～３日（日）  

国際シンポジウム：2019年３月２日（土）　9：30～17：00

会場 　  ビリー・ワイルダー・シアター

主催 　  柳井正イニシアティブ　グローバル・ジャパン・ヒューマニティーズ・プロ

ジェクト、スーパーグローバル大学創成支援事業　早稲田大学国際日本学拠点

共催 　  UCLA Film and Television Archives、演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点、

国立映画アーカイブ

出演 　  映画上映会：片岡一郎（弁士）、坂本頼光（弁士）、大森くみこ（弁士）、  

湯浅ジョウイチ（指揮、三味線）、鈴木真紀子（フルート）、古橋ゆき（ヴァ

イオリン）、丹原要（ピアノ）、堅田喜三代（鳴物）

登壇者 　  国際シンポジウム：草原真知子（本学名誉教授）、児玉竜一（文学学術院教 

授）、近藤和都（日本学術振興会　特別研究員PD）、柴田康太郎（演劇博物館

研究助手）、白井史人（日本学術振興会特別研究員PD）、笹川慶子（関西大学

文学部教授）、大森恭子（ハミルトン大学准教授）、デヴィッド・デッサー（イ

リノイ大学名誉教授）

映画上映会「The Art of the Benshi」と国際シンポジウム 
「Talking Silents　New Approaches to Early Japanese 
Cinema and the Art of the Benshi」

アメリカのロサンゼルスにおいて、日本

の弁士３名、楽士５名によるサイレント映

画上映会を行うとともに、弁士をめぐる多

面的な考察を行う国際シンポジウムを開催

した。上映会は日本でもほとんど実現され

ない規模のものとなり、アメリカの多くの

観客から喝采を浴び、シンポジウムでも第

一線で活躍する日米の研究者が集って、刺

激的な議論を行い、映画文化における弁士

の語りが注目を集めた。

 ●来場者数　741名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　  ３月１日（木）～４月23日（月）　

会場 　  會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　  會津八一記念博物館

花と鳥

日本・中国・朝鮮半島の絵画と陶磁器、

漆芸品などの工芸品から、花と鳥の画題・

意匠のものを選び、新たな春学期を迎える

のにふさわしい、華やかな彩りの作品を展

示した。

 ●来場者数　3,571名
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展覧会 會津八一記念博物館

会期 　  ５月10日（木）～６月16日（土）　

会場 　  會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　  會津八一記念博物館

近代の日本画

富岡鉄斎の「南朝忠臣図」、橋本関雪の「列子御風図」など、明治・大正・昭和に活躍

した日本画家、文人画家の作品を展示した。 ●来場者数　3,315名
富
岡
重
憲

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

入館無料

―

2018.5.10木

2018.6.16土
開館時間： 10:00 －17:00（入館 は 16:30まで）

：  日曜・祝日
　

休   館   日
：會津八一記念博物館 1F ホール奥  
  富岡重憲コレクション展示室

会　   場

Ｔｅｌ : ０３-５２８６-３８３５お問合せ

※会期中展示替えあり

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　  ６月28日（木）～８月５日（日）　
会場 　  會津八一記念博物館１階　企画展示室、２階　常設展示室
主催 　  會津八一記念博物館

AIZU MUSEUM創立20周年記念

藪野健展　記憶の扉を開けて

本学名誉教授で、洋画家の藪野健（日
本藝術院会員、二紀会副理事長、本学栄
誉フェロー・芸術功労者）の「藪野ブルー」

と評される油彩や早稲田大学のキャンパス
を描いたデッサンなどを中心に展示した。
 ●来場者数　11,093名

日時 　  ６月30日（土）　13：00～16：00
会場 　  小野記念講堂
主催 　  會津八一記念博物館

会期 　  ５月９日（水）～６月16日（土）
会場 　  會津八一記念博物館１階　企画展示室、２階　常設展示室特集展示スペース
主催 　  會津八一記念博物館

AIZU MUSEUM創立20周年記念シンポジウム

藪野健展　記憶の扉を開けて

創立20周年記念

藪野健が選ぶAIZU MUSEUM名品展

「會津八一記念博物館20年のあゆみ」の
スライド上映、藪野健による講演「記憶
の扉を開けて」、藪野健×井上明久（作
家・『マリ・クレール』元編集長）×塚原

史（會津八一記念博物館館長）による鼎
談「佇めばすべてが現れ─藪野健の思想
と芸術」を実施した。
 ●来場者数　103名

會津八一記念博物館の創立20周年を記
念して、元館長の藪野健氏（日本藝術院会
員、二紀会副理事長、本学栄誉フェロー・

芸術功労者）が選定した近現代の絵画作
品を中心とした名品展を開催した。
 ●来場者数　7,610名

展覧会関連講演会・シンポジウム

展覧会関連催し物
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展覧会 會津八一記念博物館

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　  ６月29日（金）～８月５日（日）

会場 　  會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主催 　  會津八一記念博物館

会期 　  10月11日（木）～11月17日（土）

会場 　  早稲田キャンパス26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

主催 　  會津八一記念博物館

日本のやきもの

穴澤コレクション　古代中国鏡の世界

縄文時代の土器、古墳時代の土師器、

平安時代の須恵器などの古代やきものと、

中世の常滑、古瀬戸、丹波、越前、信楽、

備前の重量感ある大型の壺を中心に、日本

の陶磁作品を展示した。

 ●来場者数　4,378名

穴澤咊光氏からご寄贈いただいた学術的価値の高い東洋考古学コレクションを一挙に

公開した。 ●来場者数　1,849名

＜主催＞

＜会期＞ 2018年10月11日（木）～11月17日（土）

観
覧
無
料

博局紋鏡

蟠螭紋鏡

[2号館]
會津八一記念博物館

大隈記念タワー
大隈講堂

大隈銅像
正門

小野記念講堂

新目白通り

馬場下町交差点

早稲田通り

明
治
通
り

都電荒川線
早稲田駅

東京メトロ副都心線
西早稲田駅

西早稲田
キャンパス
理工学術院

早稲田
キャンパス

戸山
キャンパス
文学学術院

東京メトロ東西線
高田馬場駅

東京メトロ東西線
早稲田駅

　
　・西
武
新
宿
線

高
田
馬
場
駅

J
R

＜開室時間＞

10：00～17：00
（入室は16：30まで）
金曜日は18：00まで開室（入室は17：30まで）

＜閉  室  日＞

日曜・祝日・11月2日（金）
※ただし、10/21(日)、11/3(祝)、11/4(日) は
　開室いたします。

＜会　場＞
早稲田大学 早稲田キャンパス
大隈記念タワー（26号館）
10階 125記念室
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1
早稲田大学 早稲田キャンパス内

〈お問い合わせ〉
會津八一記念博物館事務所
TEL ： 03-5286-3835
Mail ： aizu@list.waseda.jp 
URL ： https://www.waseda.jp/culture/aizu-museum/
      @WasedaU.Aizumuseum
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會津八一記念博物館講演会・シンポジウム

日時 　  10月13日（土）　13：00～16：30

会場 　  小野記念講堂

主催 　  會津八一記念博物館

早稲田文化芸術週間2018　シンポジウム

「書」を再視する

「書」という営為への関心は日ごとに後

景化している。コトバが作り出す文意・文

脈への着目にくらべれば、コトバをのせる

文字の姿そのものへの注視は稀な営為とな

りつつある。顧みられぬ事物は消滅してゆ

く。そうなる前に、「書」をいちど前景に

すえ、しかとみつめなおしてみる、それが

この度のシンポジウムでこころみるところ

である。

 ●来場者数　120名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　  11月27日（火）～2019年１月19日（土）

会場 　  早稲田キャンパス26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

主催 　  會津八一記念博物館

日比義也コレクション受贈記念

石を愛でる－盆石書画の世界－

2017年、日比義也氏が多年にわたり蒐

集された盆石に関連する書画をご寄贈頂い

た。本企画展では、その一部をお披露目し

た。展示作品はいずれも石を主題としてお

り、その姿かたちを描いたものや、石を詠

んだ詩を揮毫した書作品などが含まれる。

石を愛した人々が残した書画をてがかり

に、石の持つ魅力を探った。

 ●来場者数　804名
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展覧会 大学史資料センター

日時 　  ３月20日（火）～４月22日（日）

会場 　  早稲田大学歴史館　企画展示ルーム

主催 　  大学史資料センター

東京専門学校に集った学生たち　－在野精神の源流－

新進の知識人・小野梓と、彼を慕う若者

たちが立ち上げた東京専門学校。明治十四

年の政変で政府を追われた大隈重信の庇護

のもと、「謀反人の学校」ともみなされた

この学校を、あえて選んだ学生たちがいた。

寄宿舎あげての乱痴気騒ぎに喧嘩沙汰。官

憲をものともしない政治活動－。教室で最

新の自由思想を身につけて、学生たちも

「独立」を目指した。権力を恐れず、権威

におもねらず。在野の志を胸に、若者たち

が繰り広げた都の西北のはじまりの物語。

この展示では、１．創立期の状況　２．初 

期の講義　３．学生の生活の３つをテーマ

にし、「学問の独立」を掲げたこの学校に、

学生たちが何を求め、集ったのかを跡付け

た。 ●来場者数　4,980名

展覧会 會津八一記念博物館

会期 　  2019年１月19日（土）～３月31日（日）　

会場 　  横浜ユーラシア文化館

主催 　  會津八一記念博物館・横浜ユーラシア文化館

共催 　  横浜市教育委員会

後援 　  朝日新聞横浜総局・神奈川新聞社・東京新聞横浜支局・毎日新聞横浜支局・

読売新聞横浜支局・NHK横浜放送局・tvk

會津八一記念博物館開館20周年
横浜ユーラシア文化館開館15周年記念企画

博士の愛した中国陶磁－美と技の5000年－

書家にして歌人、美術史の研究者である

會津八一と、東洋史学者であり歴史学を越

えて広く人類史をテーマとした江上波夫。

二人の博学の士が収集した陶磁器類には、

古美術品のコレクターとはまた異なる研究

者のまなざしが感じられる。両者の収集品

に會津八一記念博物館が所蔵する旧富岡

美術館コレクションの名品を加えて、博士

達が愛した中国陶磁の数々から、数千年に

わたる陶磁器の歴史を展観し、その美と技

を紹介した。

 ●来場者数　8,667名
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展覧会 大学史資料センター

日時 　  ９月28日（金）～11月４日（日）

会場 　  早稲田大学歴史館　企画展示ルーム

主催 　  大学史資料センター

「大山郁夫と学生たち」　－時代の中の「早稲田精神」－

本学教授で社会運動家・政治家の大山

郁夫は早稲田大学で学生生活を送り、海外

留学を経て本学教授に就任した後、社会

運動・政治運動をけん引して、「大正デモ

クラシー」のオピニオンリーダーとなった。

いわゆる「大山事件」で辞職後、16年間

のアメリカ亡命を余儀なくされたが、第二

次世界大戦後の1947年に帰国し、大勢の

学生らの歓迎を受けて、翌48年復職した。

本展覧会では、戦後の大山復職から70年

目を記念して、大山の足跡を描き出しなが

ら、各時期の学生たちの動きを、「早稲田

精神」をキーワードに追っていった。

 ●来場者数　3,091名

展覧会 大学史資料センター

日時 　  ６月22日（金）～８月５日（日）

会場 　  早稲田大学歴史館　企画展示ルーム

主催 　  大学史資料センター

資料が照らす昔日の早稲田

大学史資料センターでは、例年、前年

度に寄贈された資料を一堂に集めた「新

収資料展」を開催している。2018年度は、

2016・2017年度に寄贈を受けた資料を

公開した。本資料展示では、安部磯雄揮

毫の書をはじめ、政治経済科講義録及第

証（1926年）、政治経済学部卒業記念帳

（1929年）、昭和15年春期早慶戦チケット、

早稲田祭パンフレット（1954年）、第11回

100キロハイク手拭（1973年）等、寄贈い

ただいた数多くの貴重な資料を展示した。

 ●来場者数　2,912名
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文化企画課催し物

日時 　  ４月17日（火）　17：30～19：00

会場 　  大隈記念講堂　大講堂

主催 　  文化推進部・総長室

協力 　  早稲田大学校友会・リーガロイヤルホテル東京

出演 　  野村万作・野村萬斎　他

第９回　早稲田狂言の夕べ

2015年に文化功労者顕彰を受けた、本

学校友で人間国宝の野村万作氏、ご子息

で推薦校友の野村萬斎氏をはじめとする豪

華出演者による狂言公演。2010年４月よ

り本学学生・教職員・招待校友を対象とし

て毎年開催しており、2018年で９回目と

なる公演では、野村萬斎氏の解説に続き、

「しびり」（野村万作出演）、「仁王」（野村

萬斎出演）の二演目が上演された。また

「しびり」にて、野村万作氏の孫となる野

村裕基氏にもご出演いただいた。

 ●来場者数　776名

日時 　  12月５日（水）　18：00～19：30

会場 　  大隈会館２階　N201・202会議室

主催 　  大学史資料センター

第４回大学史セミナー　歴史のなかの私立大学経営と早稲田

４回目となる今回は、「歴史のなかの私

立大学経営と早稲田」と題し、『戦前期

早稲田・慶應の経営』（ミネルヴァ書房、

2017年）の著者である戸村理氏（國學院

大學教育開発推進機構准教授）を講師に

お招きして、戦前期の本学における大学経

営について、資金の調達や配分の問題を中

心に、大学経営人材や当時の海外事情など

も交えてお話しいただき、学内外から多く

の方にご参加いただいた。

 ●来場者数　46名

大学史資料センター講演会・シンポジウム
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演劇博物館、會津八一記念博物館、早稲田

大学歴史館の3つのミュージアムをはじめと

した各文化施設の魅力や、ミュージアム化が

進むキャンパスの美しさを体感していただく

ことを目的に実施。2018年度は、イベント

来場者数、ミュージアム来館者数共に、過去

最多の人数を記録した。

イベント来場者数

企画名 来場者数

ミュージアムワードパズル 1,102名

データベースワードパズル 358名

ミュージアムフォト 601名

Museum LIVE（昼） 1,650名（３回計）

Opening LIVE（夜） 500名

似顔絵体験 170名（３回計）

演劇博物館ツアー 79名（３回計）

會津八一記念博物館ツアー 130名（２回計）

會津八一記念博物館コンサート 130名

會津八一記念博物館名品人気投票 1,004名

生協コラボメニュー 3,643名

COPPEコラボメニュー 281名

歴史館検定合格者・バッジプレゼント 209名

計 9,857名

ミュージアム来館者数

ミュージアム名 来場者数

演劇博物館 4,052名

會津八一記念博物館 3,600名

早稲田大学歴史館 3,124名

125記念室 515名

計 11,291名

予
想
外
が
待
っ
て
い
る

早稲田大学のミュージアムの魅力を多くの皆さまに体感していただくために
「Museum Week」を開催いたします。

2018年5月21日（月）ー6月1日（金）

文化事業

2 0 1 8 年度　展覧会・催し物

M u s e u m  W e e k  2 0 1 8

期間 　  ５月21日（月）～６月１日（金）

会場 　  演劇博物館、會津八一記念博物館、早稲田大学歴史館、125記念室ほか
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早稲田学生文化・芸術祭は、「学生団体の

発表機会を増やし、早稲田の学生文化・芸術

を発信・創造すること」を目的に、2010年

より実施されている。文化推進部・学生部の

サポートのもと、公認サークルの学生が主体

となって公演や作品展示を行う。秋の「早稲

田祭」に並ぶ、春の一大イベントへの成長を

目指している。

第９回にあたる2018年度は全31団体が参

加し、大隈記念講堂・27号館１階ショーウィ

ンドウ・ワセダギャラリーの３会場で、パ

フォーマンス・ダンス・楽器演奏・作品展示

などさまざまな分野の企画を実施した。来場

者はのべ6,000名以上にもおよび、充実した

フェスティバルとなった。

大隈記念講堂公演

形態 日程 公演時間 出演団体 来場者数

オムニバス公演

６月９日（土）

10：25～10：30 オープニング 50

10：30～11：30 エレクトーンサークル AUGMENT 60

12：00～12：45 オルケスタ・デ・タンゴワセダ 70

13：45～14：15 ハイソサエティ・オーケストラ 80

14：45～15：45 早稲田大学ニューオルリンズジャズクラブ 100

16：15～17：00 魁響（さきがけひびき）×津軽三味線愛好会 三津巴 240

17：15～18：05 ハワイ民族舞踊研究会（わせフラ） 450

18：15～18：40 わせプロ 320

18：50～19：30 早稲田大学ジャズダンスサークル Oasis 300

19：40～19：55 ファルコンズ（チアリーディングサークル） 160

20：00～20：20 エンディング 120

６月10日（日）

10：30～11：00 TAP-LOVERS（タップラバーズ） 350

11：10～12：10 下駄っぱーず×WASEDA BALLERS 250

13：10～13：30 福岡学生稲門会 100

13：40～14：00 怪獣同盟 140

14：10～14：45 早稲田大学よさこいチーム 東京花火 140

14：55～15：25 日本舞踊研究会 120

15：35～15：55 早稲田大学バレエサークル Ciel 200

16：05～16：25 Waseda Salsa Party（わせサル） 160

16：35～17：15 早稲田大学ベリーダンスサークル SARAHbelly 250

17：25～17：50 早稲田大学ジャグリングサークル～infinity～ 250

18：00～18：15 早稲田大学チアダンスチーム MYNX 400

18：25～18：45 SHOCKERS 450

19：00～19：30 エンディング 400

単独公演

６月11日（月） 18：20～20：00 Waseda International Festival（W.I.F.） 250

６月12日（火） 18：30～20：00 お笑い工房 LUDO 280

６月13日（水） 18：00～20：00 交響楽団 180

６月14日（木） 17：30～19：00 Choco Crunch×Street Corner Symphony 250

展示
会場 日程 公演時間 公演名・主催団体など 来場者数

27号館１階
ショーウィンドウ

６月４日（月）～６月８日（金） ― 絵画会 ―

６月９日（土）～６月15日（金） ― 写真部 ―

６月19日（火）～６月22日（金） ― 陶芸部 稲穂窯 ―

ワセダギャラリー ６月19日（火）～６月22日（金） 10：00～18：00 陶芸部 稲穂窯   50

大隈記念講堂ロビー ６月９日（土）～６月14日（木） 大隈記念講堂公演に準じる 写真部 ―

●来場者数　6,170名

会場・日時 　 大隈記念講堂：６月９日（土）～14日（木）  
27号館１階ショーウィンドウ：６月４日（月）～６月８日（金）  
　　　　　　　　　　　　　　６月９日（土）～６月15日（金）  
　　　　　　　　　　　　　　６月19日（火）～６月22日（金）  
ワセダギャラリー：６月19日（火）～６月22日（金）

文化事業

2 0 1 8 年度　展覧会・催し物

第 9回　早稲田学生文化 ･芸術祭
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早稲田文化芸術週間は本学の文化普及・社会貢献・地域振興活動を社会に発信することを目的に2010
年度より開始、本学最大の文化芸術フェスティバルとなっている。2018年に開館した早稲田大学歴史館
も会場に加わり、イベント数、来場者数共に、過去最多の数字を記録した。  
 

早稲田文化芸術週間2018（10月８日（月・祝）～21（日））来場者数
No. 企画名 日程 来場者数
1 早稲田文化芸術週間 2018 オープニング記念　ミュージアムライブ 10月８日（月・祝） 400
2 早稲田文化芸術週間 2018 オープニング記念　大隈講堂ライブ 10月８日（月・祝） 900
3 秋の早稲田フォトツアー（全３回） 10月８日（月・祝） 26
4 一夜限りの上映会　エンパクシネマ 10月８日（月・祝） 573
5 油そば学概論・講義編 10月９日（火） 90
6 油そば学概論・実践編（スタンプラリー） 10月10日（水）～21日（日） 277
7 大隈庭園 de 青空ヨガ 10月10日（水） 13
8 caravan ～ピアノと三味線が織りなす〇〇な世界～ 10月10日（水） 70
9 早稲田×スポーツ×古代ギリシャ～吼えろ早稲田の獅子　猛けれ古代ギリシャの獅子～ 10月11日（木） 500
10 知らなかった、ぼくらの日本語 10月12日（金） 96
11 英語コミュニケーション能力を高める！英語DEドラマ 10月12日（金） 45
12 「書」を再視する 10月13日（土） 120
13 大隈重信～民意と統治の相克～ 10月13日（土） 80
14 天気と将棋のスペシャルコラボ　森田正光×竹俣紅トークショー 10月13日（土） 300
15 みんなでつくろう！リズムの世界、メロディの世界 10月14日（日） 22
16 バウハウス・アウシュヴィッツ、そして全体主義の現在。 10月14日（日） 72
17 No Rice 農 （No） Life! 10月15日（月） 30
18 早稲田文化芸術週間2018　２週目突入とっておきライブ 10月15日（月） 90
19 学生留学アドバイザーpresents　世界行ってみたらこんなところ！ 10月16日（火） 23
20 早稲田地域Museum企画　新宿と漱石－漱石山房記念館収蔵資料から－ 10月17日（水） 35
21 ゲッコーパレード出張公演　家を渉る劇vol.3『リンドバークたちの飛行』（全３回） 10月17日（水） 66
22 サンドブラストでオリジナルグラス作り（全２回） 10月17日（水）・20日（土） 15
23 早稲田地域Museum企画　草間彌生の世界－草間彌生美術館の設立を記念して－ 10月1８日（木） 70
24 創立記念日前々日スペシャル　早稲田スポーツ・アニバーサリーステージ 10月19日（金） 200
25 演技と歌と音楽の反応！生演奏ミュージカルワークショップ 10月19日（金） 40
26 創立記念日前々日スペシャル　WASEDA Anniversary Concert 2018 10月19日（金） 410
27 第一次世界大戦後の国際社会運動と早稲田大学 10月20日（土） 23
28 システマアンジェリカ×劇団くるめるシアター合同企画公演『盲（もう）』（全４回） 10月20日（土）・21日（日） 240
29 2018稲門祭 10月21日（日） －
30 早稲田大学歴史館ギャラリートーク（全２回） 10月21日（日） 35
31 早稲田大学歴史館・大山郁夫と学生たち－時代の中の「早稲田精神」－ 10月８日（月・祝）～21日（日） 1,270
32 演劇博物館・2018年度秋季企画展「現代日本演劇のダイナミズム」 10月８日（月・祝）～21日（日）

4,480
33 演劇博物館・特別展「演劇評論家　扇田昭彦－舞台に寄り添う言葉－」 10月８日（月・祝）～21日（日）
34 早稲田大学生協・100円朝食（早大生限定・１日100食限定） 10月８日（月・祝）～21日（日）の平日 3,117
35 ワセダギャラリー・キャンパスの記憶 10月８日（月・祝）～15日（月） 320
36 中央図書館・これが連歌だ！－伊地知鐵男文庫で学ぶ連歌の世界－ 10月８日（月・祝）～21日（日） －
37 高田馬場・早稲田ジモアラーメンラリー2018 10月８日（月・祝）～21日（日） 900
38 わせだかるちゃーパズル 10月８日（月・祝）～21日（日） 458
39 データベースワードパズル 10月８日（月・祝）～21日（日） 412
40 銅像フォト 10月８日（月・祝）～21日（日） 683
41 歴史館検定 10月８日（月・祝）～21日（日） －
42 早稲田スポーツ展 10月８日（月・祝）～21日（日） －
43 生協コラボメニュー「演劇博物館開館から90年経つた丼～チキンタツタ丼～」 10月８日（月・祝）～20日（土） 3,738
44 COPPEコラボメニュー「文化もHOT ！心もHOT ！ホットタピオカ」 10月８日（月・祝）～21日（日） 620
45 Café Clioコラボメニュー「季節のブレンド」 10月８日（月・祝）～21日（日） 23
46 漫画研究会presents　早稲田の思い出を似顔絵に！（全７回） 10月９日（火）～19日（金） 120
47 125記念室・穴澤コレクション　古代中国鏡の世界展 10月11日（木）～21日（日） 889
48 ワセダギャラリー・ヒトラーに抗した学生たち－ミュンヒェン・白バラ 10月17日（水）～21日（日） 160

●来場者数　22,051名

期間 　10月８日（月・祝）～10月21日（日）

会場 　大隈記念講堂、小野記念講堂、演劇博物館、早稲田大学歴史館ほか

この出会い、とっておきの秋になる
期間
主催

2018年10月8日（月・祝）-21日（日）
早稲田大学文化推進部

10月8日（月・祝） 21日（日）～

入場無料（一部有料イベントあり）

文化事業

2 0 1 8 年度　展覧会・催し物

早稲田文化芸術週間 2 0 1 8
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展覧会 文化企画課

日時 　  11月28日（水）～2019年２月26日（火）

会場 　  早稲田大学歴史館　企画展示ルーム

主催 　  文化推進部文化企画課

協賛 　  佐賀市、佐賀市大隈重信記念館、早稲田大学図書館、日本赤十字社、長崎歴

史文化博物館、長崎大学附属図書館、公益財団法人鍋島報效会、佐賀県立佐

賀城本丸歴史館、佐野常民記念館、佐賀市歴史民俗館

早稲田大学歴史館　冬季企画展

手紙～書翰が伝える偉人たちの絆～

佐賀県大隈重信記念館にて2018年春に

開催していた特別企画展「手紙」のメイ

ンの展示内容（「佐賀の七賢人」の中から、

鍋島直正・江藤新平・副島種臣・佐野常民

と大隈重信とのかかわりを紹介）を本学歴

史館にて巡回展示した。また、大隈重信記

念館の紹介コーナーを設け、昭和42年に

さかのぼる記念館の歴史に加え、記念館所

蔵の大隈重信の絵葉書や写真等、数点の

歴史資料や作品をあわせて紹介した。

 ●来場者数　2,577名

文化企画課催し物

日時 　  パフォーマンス「４分33秒」　11月15日（木）　18：30～20：30  

ワークショップ「言葉と音楽」Vol. 9　11月16日（金）　16：30～18：30

会場 　  小野記念講堂

主催 　  文化推進部、スーパーグローバル大学創成支援事業　早稲田大学国際日本学

拠点、文化構想学部文芸・ジャーナリズム論系

出演 　  多和田葉子（作家）、高瀬アキ（ジャズピアニスト）

多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス＆ワークショップ

ベルリン在住の作家・多和田葉子氏のテ

キスト朗読と、ジャズピアニスト・高瀬ア

キ氏の即興ピアノによる、言葉と音楽のコ

ラボレーションの可能性を探るパフォーマ

ンス＆ワークショップ。今回で９年連続９

回目である。１日目はジョン・ケージ作曲

「４分33秒」をモチーフにしたパフォーマ

ンスを、２日目は参加者が「沈黙」や「偶

然」をテーマに書いた作品を朗読し、音楽

と即興のコラボレーションを行った。

 ●来場者数　276名



39

文化事業

2 0 1 8 年度　展覧会・催し物

文
化
事
業

総
括

展
覧
会
・
催
し
物

研
究
活
動
・
教
育
活
動

出
品
・
展
示
協
力

文化企画課催し物

日時 　  2019年３月２日（土）～３月４日（月）

会場 　  早稲田小劇場どらま館

主催 　  国際教養学部

共催 　  文化推進部文化企画課

企画 　  冬木ひろみ（文学学術院教授）

演出 　  生田みゆき（文学座）

出演 　  本学学生19名

第３回　早稲田大学シェイクスピア上演プロジェクト
リーディング公演「マクベス」

シェイクスピア没後400年イベントとし

て2016年度に始まった本企画は、2016年

度第１回は「ヴェニスの商人」、2017年度

第２回は「コリオレーナス」を上演。今回

は、シェイクスピア四大悲劇の一つとして

著名な「マクベス」に、19名の本学学生

が挑戦した。シェイクスピアの戯曲を、テ

キストを持ったまま本学学生が上演する本

リーディング公演は、坪内逍遙らによる文

学科創設以来、常にシェイクスピア研究の

拠点であり続ける本学での新たなアプロー

チの形となっている。 ●来場者数　145名

文化企画課催し物

日時 　  12月９日（日）

会場 　  小野記念講堂

主催 　  オンザフィールド

協力 　  文化推進部｜松竹株式会社｜オフィス小津｜全国小津安二郎ネットワーク｜

サイト＆アート・デジタルアーカイブス｜オフィス貴貴 

出演 　  中井貴惠（女優・エッセイスト）、松本峰明（ジャズピアニスト・作曲家・編曲家）

音語り｜東京物語～小津安二郎映画を聞く～

中井貴惠氏が2009年から続けている「音

語り～小津安二郎映画を聞く～」を、初め

て母校・早稲田大学で公演。第１部では、

中井氏が小津安二郎監督との思い出や「音

語り」誕生までの過程を紹介したほか、東

京物語の見どころについて解説。第２部が

本編「音語り｜東京物語」。映画の出演者

はもとより、ナレーション・ト書きまでを

一人で演じ分ける中井氏の語りと、哀愁を

感じさせる松本氏の生演奏が相まって、来

場者は皆、新幹線もテレビも無い時代の家

族の物語に思いを馳せた。

 ●来場者数　160名
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【坪内博士記念演劇博物館】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

３月23日～４月26日 早稲田大学図書館新収資料展 早稲田大学図書館特別資料室

４月21日～６月10日 怪談皿屋敷のナゾ　姫路名物お菊さん 姫路文学館

４月28日～６月17日 集え！英雄豪傑たち 横須賀美術館

５月19日～７月16日 生誕150年記念　詩人大使ポール・クローデルと日本展 神奈川近代文学館

６月２日～７月29日 江戸の悪　PARTⅡ 太田記念美術館

６月13日～６月30日 浮世絵でつづる房総人物伝　アウトローたちⅡ　東金茂右衛門・天保水滸伝 城西国際大学水田美術館

７月21日～10月21日 特別展「伝承　源平の世界～近崎歌舞伎とともに～」 大府市歴史民俗資料館

８月３日～８月26日 落合芳幾 太田記念美術館

８月４日～９月24日 永青文庫展示室開設10周年記念　細川ガラシャ 熊本県立美術館

８月14日～10月14日 マジック・ランタン　光と影の映像史 東京都写真美術館

９月15日～11月４日 川中島合戦　芝居になる 長野市立博物館

９月29日～11月25日 寺山修司展　ひとりぼっちのあなたに 神奈川近代文学館

９月22日～11月11日 歌舞伎衣装　綺麗をまとう 石川県立歴史博物館

10月６日～11月25日 映画界の風雲児　梅屋庄吉 長崎歴史文化博物館

10月13日～11月25日 川越とサツマイモ 川越市立博物館

10月16日～2019年1月27日 生誕100年　映画美術監督　木村威夫 国立映画アーカイブ

2019年１月１日～12月15日 宝塚歌劇の殿堂 阪急電鉄株式会社

【會津八一記念博物館】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

６月22日～７月12日 韓日国交正常化53周年記念特別展　薩摩焼400年「沈寿官窯」展 駐日韓国大使館　韓国文化院

９月15日～12月９日 独往の人　會津八一展 中村屋サロン美術館

９月28日～11月４日 秋季企画展「大山郁夫と学生たち」－時代の中の「早稲田精神」－ 早稲田大学　大学史資料センター

10月13日～12月２日 霞ヶ浦の誕生と貝塚－縄文海進期の人々の暮らし－ 上高津貝塚ふるさと歴史の広場

2019年３月16日～５月12日 へそまがり日本美術　禅画からヘタウマまで 府中市美術館

【大学史資料センター】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

７月６日～９月９日 「肥前さが幕末維新の「人」－佐賀の人づくりが近代日本を支えた－」 佐賀県立佐賀城本丸歴史館

９月14日～11月11日 「日本近代化のパイオニアたち　情報化社会の先達－前島密・大橋佐平・
大橋新太郎・坪内善四郎・市島謙吉－」 公益財団法人にいがた文化の記憶館

10月23日～12月24日 「明治記念大磯邸園　明治150年記念公開」 国土交通省

【文化企画課】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

11月22日～2019年１月20日 縄文と沖縄-火焔型土器のシンボリズムとヒスイの道 沖縄県立博物館・美術館
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文化推進部は、本学の優れた文化資源を公開し各地の

教育研究活動に役立て、また本学が有する人的資源を地

域社会の教育や文化推進に活用し社会貢献するため、さ

まざまな文化事業を展開している。本学のキャンパスが

所在する地域や包括協定・文化交流協定を締結した地域

で、大学が所蔵する貴重な文化財を巡回展覧会により公

開している。また、地域の行政・企業・住民と連携して、

本学の学生・教職員に校友も加わり、演劇・映画・映像・

音楽・文学・芸術・科学・スポーツなどの多様なイベン

トを協働で実施している。

福島県白河市と早稲田大学の文化振興ならびに早稲田文化を多くの地域に広げたいとい
う意図のもと、2014年度より開始した地域交流である。2014年度・2015年度は本学公認
サークル Street Corner Symphony、2016年度・2017年度は早稲田大学グリークラブがコ
ンサートを行ったが、2018年度は、「早稲田大学混声合唱団（通称、早混）」「津軽三味線
愛好会　三津巴」の２団体の協力を得て合同コンサートを行った。

■白河市・早稲田大学交流事業
　「早稲田大学　三津巴×早混　演奏会」

　１．福島県白河市

人的交流を通して本学の魅力を理解していただくため、理工学術院教職員の指導による軽井沢町の小学生を対象とした「おもし
ろ科学実験教室」を1998年から毎年開催している。恵まれた自然環境や広大で豊富な運動施設を誇る軽井沢セミナーハウスの中で、
親子がふれあいながら楽しく学んでいる。

■軽井沢町・早稲田大学交流事業「第21回おもしろ科学実験教室」
日　　時：７月21日（土）10：00～11：45（午前の部）
  　　　 13：15～15：00（午後の部）
会　　場：軽井沢セミナーハウス
主　　催：軽井沢町、早稲田大学
参　　加：小学生100名およびその父兄
内　　容：① ぐぐっと観察！ぷるぷるゼリー 

（対象：小学１～３年）
　　　　　② 空気や水のチカラでモノを運ぶロボット「ロボ吸」 

（対象：小学４～６年生）

■軽井沢町・早稲田大学交流事業　講演会
日　　時：2019年２月２日（土）
　　　　　13：00～14：30
会　　場：軽井沢町中央公民館
主　　催： 軽井沢町教育委員会 

早稲田大学

参　　加：23名
内　　容： 「『災害からどう身を守るか』 

－火山噴火、津波、高潮を例として 
考える－」

講　　師：柴山知也（理工学術院教授）

　２．長野県軽井沢町

日　　時：８月19日（日）14：00～16：00
会　　場：白河文化交流館コミネス

主　　催：白河市、早稲田大学
参　　加：約800名

内　　容： 前日は、老人ホームせせらぎ会津町・児童養護施設白河学園でアウトリーチを行ったが、選曲や内容もよく、参加し
た方々に大変に喜んでいただいた。

　　　　　 公演当日は、早混・三津巴それぞれの単独ステージに加え、コミネス合唱団との校歌・市民歌を演奏するステージも
あった。

　　　　　 来場者は800人を超え、演奏技術の高さに会場内がどよめいたり、終了後に来場者の方から感動したとのコメントを
いただいたりするなど、盛会のうちに終えることができた。
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早稲田大学は2006年の12月19日、大隈重信の出身地である佐賀県と「連携協同による基本協定」を締結しさまざまな教育・研究
の共同事業を展開している。また、佐賀市には大隈候生誕125周年を記念して開館した大隈重信記念館と、国の指定史跡である大
隈重信旧家（生家）があり、毎年２月中旬から３月下旬の「佐賀城下ひなまつり」にあわせて企画展覧会を開催している。早稲田
大学との文化事業の窓口は文化企画課が担い、文化推進部三機関のほか本学図書館が協力し、各機関が所蔵する文化財・美術品を
貸出し、展示会に貢献している。

　３．佐賀県佐賀市

日　　時：５月13日（日）９：30～15：00
会　　場：佐賀市大隈重信記念館
主　　催：佐賀市大隈記念館保存会
　　　　　※本学は校友会佐賀県支部とともに協力
記念講演： 「大隈重信にとっての歴史認識　－井伊直弼評価を中心に」 

講師… 廣木尚（大学史資料センター講師（任期付））

杉原千畝出身地である岐阜県八百津町と早稲田大学が、文化振興の交流ならびに早稲
田文化を多くの地域に広げたいという意図のもと、2016年度から実施された地域交流で
ある。今回も、早稲田大学混声合唱団（通称、早混）の学生に協力を得て合唱コンサー
トが行われた。

　４．岐阜県加茂郡八百津町

■岐阜県八百津町交流事業「ワセダ・ヒューマニティ・コンサート'18」

東京都中野区との地域交流事業として、2010年より早稲田大学交響楽団による「Maple Concert」（メープルコンサート）を開催
している。また中野区と早稲田大学の絆をさらに深める好機となることを願い、「小学生向けワークショップ」を実施した。

■東京都中野区・早稲田大学文化交流事業　  
早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2018」
日　　時：11月18日（日）14：00～16：00 　　協　　力：なかのZERO指定管理者
会　　場：なかのZERO大ホール  　　指　　揮：寺岡清高
主　　催：中野区、早稲田大学  　　参　　加：約870名

　「ワセオケ」の愛称で親しまれる早稲田大学公認のオーケストラ「早稲田大学交響楽団」
によるコンサート。中野区と早稲田大学との文化交流事業として、2010年度に開始し、
９年連続９回目の開催。870名の来場者を記録。

■「Maple Concert 2018」関連企画「小学生向けワークショップ」
日　　時： ①９月25日（火）　②９月27日（木）　③10月２日（火）　④10月４日（木） 

⑤10月11日（木）　⑥10月26日（金）
会　　場： ①桃園第二小学校　②白桜小学校　③向台小学校　④南台小学校　⑤谷戸小学校 

⑥江古田小学校
主　　催：中野区、早稲田大学

　一人でも多くの子どもたちに、早稲田大学交響楽団（ワセオケ）の奏でる音色に親しん
でもらいたいという想いから、「Maple Concert」関連企画として９月から10月にかけて
ワセオケによる中野区立の小学校６校への訪問ワークショップを実施した。楽器について
のクイズや演奏体験コーナーを設け、音楽をより身近に楽しんでもらうことができた。

　５．東京都中野区

内　　容： 初日は、町内の「八百津中学校」と「八百津東部中学校」を訪問。本学の校歌や応援歌、早混のメインレパートリー
を披露するミニコンサートを行ったほか、中学生達の合唱を見て歌のアドバイスを行うなどした。中学校でのアウト
リーチ後は八百津町内の千畝記念館を訪問。千畝の業績等について知識を深めた。  
翌日のコンサートは450名の入場者（定員575名）で、昨年に比較して100人近く多い人数であった。

■「平成30年度　大隈祭」

日　　時：９月１日（土）13：30～15：30
会　　場：八百津町ファミリーセンター

主　　催：八百津町、早稲田大学
参　　加：約450名
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　早稲田大学のキャンパス所在地域である、東京都新宿区との地域交流事業として、以下の事業を行った。

（１）催し物の後援・協力（文化推進部）
　新宿区との地域交流事業として、今年度は以下の催し物の後援・協力を行った。

■平成30年度　新宿区夏目漱石コンクール
　読書感想文コンクール「わたしの漱石、わたしの一行」（中学生部門・高校生部門）

応募期間：６月25日（月）～９月14日（金）
表 彰 式：12月８日（土）
会　　場：新宿区立漱石山房記念館
主　　催：新宿区・新宿区教育委員会　※本学は後援
審 査 員：審査委員長　森まゆみ（作家）
　　　　　審査委員　　中島国彦（本学名誉教授）
　　　　　　　　　　　久保庭健吉（日本国語教育学会常任理事）
　　　　　　　　　　　吉住健一（新宿区長）
　　　　　　　　　　　酒井敏男（新宿区教育長）

なお、中学生部門・高校生部門に、それぞれ「早稲田大学賞」を顕彰している。

■平成30年度　新宿区夏目漱石コンクール
　絵画コンクール「どんな夢を見た？あなたの『夢十夜』」（小学生部門）

応募期間：６月25日（月）～９月14日（金）
表 彰 式：12月８日（土）
会　　場：漱石山房記念館
主　　催：新宿区・新宿区教育委員会　※本学は後援
審 査 員：審査委員長　森まゆみ（作家）
　　　　　審査委員　　藪野健（ 府中市美術館館長、日本藝術院会員、本学栄誉フェロー）
　　　　　　　　　　　南口清二（一般社団法人二紀会理事）
　　　　　　　　　　　吉住健一（新宿区長）
　　　　　　　　　　　酒井敏男（新宿区教育長）

なお、小学生低学年部門・小学生高学年部門に、それぞれ「早稲田大学賞」を顕彰している。

■第９回　早稲田の街スプリングコンサート

日　　時：2019年３月10日（日）14：00～17：00
会　　場：大隈記念講堂
主　　催：第９回早稲田の街スプリングコンサート実行委員会
後　　援：新宿区・新宿区教育委員会
協　　賛：早稲田宝泉寺、早稲田大学周辺商店連合会（W商連）
協　　力：文化推進部、社会福祉法人新宿区社会福祉協議会
出店・展示協力：社会福祉法人東京手をつなぐ育成会「新宿区立新宿生活実習所」
　　　　　　　　社会福祉法人新宿あした会「新宿第二あした作業所」
参　　加：約480名

　７．東京都新宿区

熱海市、熱海稲門会、演劇博物館は、毎年坪内逍遙顕彰事業の一環として、「逍遙忌記念祭」を開催し、記念講演会を行ってい
る。また記念祭に合わせ、熱海市教育委員会・熱海稲門会・美濃加茂市・演劇博物館等の逍遙ゆかりの機関・施設が参加する意見
交換会を行っている。熱海は坪内逍遙終焉の地で、終の棲家となった双柿舎や墓所の海蔵寺があるほか、逍遙自ら作詞した市歌や、
創立に尽力したとされる市立図書館など、逍遙の足跡が多く残る。

　６．静岡県熱海市

■第48回逍遙忌記念祭
日　　時：2019年２月28日（木）13：00～15：00
会　　場：熱海市「起雲閣」（音楽サロン）
主　　催：熱海市、熱海稲門会、演劇博物館
内　　容：お慕いのことば（熱海市長、熱海稲門会会長、演劇博物館館長）
　　　　　来賓挨拶（熱海市議会議長）
　　　　　逍遙ゆかりの歌斉唱（坪内逍遙のうた保存会））
　　　　　記念講演「坪内逍遙の演劇的冒険」長田育恵（劇作家・てがみ座主宰）
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（２）平成30年度　文化庁補助事業「新宿から発信する「国際演劇都市TOKYO」プロジェクト実行委員会」

　2017年度に引き続き、今年度も文化庁「地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業」に採択されたことを受け、新宿
区の文化観光課や教育委員会、公益財団法人新宿未来創造財団などと連携し、新宿を中心とした地域文化・観光の振興、人材育成、
国際発信力の強化や演劇博物館の多言語化などを目指してさまざまな活動を実施した。

催物名 日　　程 会　　場 講師・出演

エンパク★こども演劇教室2018
演じるってなんだろう？

８月８日（水）～
８月10日（金）

早稲田小劇場どらま館
早稲田キャンパス３号館
809教室他

講師：平田オリザ（劇作家、演出家）

エンパクシネマ 10月８日（月・祝） 演劇博物館前舞台
出演：澤登翠（活動写真弁士）
　　　山城秀之（活動写真弁士）
　　　柳下美恵（ピアノ）

ゲッコーパレード出張公演
家を渉る劇vol. ３
『リンドバークたちの飛行』

10月17日（水） 演劇博物館内

作：Ｂ．ブレヒト　訳：岩淵達治
演出：黒田瑞仁、柴田彩芳、本間志穂
　　　渡部瑞帆（青年団）、市松（砂と水玉）
　　　古賀彰吾（劇団ドクトペッパズ）
出演：河原舞、崎田ゆかり、山本瑛子

出張体験教室〈狂言〉
10月24日（水）
2019年１月９日（水）
２月１日（金）

東京都立墨田特別支援学校
東京都立水元小合学園
東京都立大泉特別支援学校

講師：善竹十郎、善竹大二郎（狂言師）

演劇クエスト
花の東京大脱走編

10月25日（木）～
2019年１月31日（木）

配布場所：演劇博物館
対象エリア： 東京さくらトラム

沿線

総合演出・編集・執筆：藤原ちから（BricolaQ）
執筆：コジママサコ（くロひげ）、住吉山実里
　　　高野ゆらこ、横井貴子
リサーチ：冨田粥
イラス ト・地図・表紙デザイン・リサーチ協力：

進士遥
制作：橋本麻希

出張体験教室〈常磐津〉
11月20日（火）
11月30日（金）

東京都立田園調布特別支援学校
東京都立永福学園

講師：常磐津和英太夫（太夫）
　　　常磐津菊与志郎（三味線）

落語会「日本演芸若手研精会 in 早稲田」 11月27日（火） 大隈記念講堂　小講堂
出演：柳亭市楽、古今亭志ん吉、柳亭市童
　　　入船亭遊京、三遊亭わん丈

岩松了×風間杜夫×坂井真紀トークショー
「逃げる劇作家、岩松了を追いかけて。」

12月11日（火） 大隈記念講堂　大講堂
登壇者：岩松了（劇作家・演出家・俳優）
　　　　風間杜夫（俳優）、坂井真紀（俳優）
司会：徳永京子（演劇ジャーナリスト）

老いと演劇のワークショップ 2019年１月12日（土）
早稲田キャンパス３号館
702教室

講師：菅原直樹（俳優、介護福祉士）

国際シンポジウム
「クィアな記憶を発掘する
―映像メディアとアーカイブの実践を通じて」

2019年１月18日（金） 小野記念講堂

講師： ストゥ・マダックス  
　（映画監督、GLBT歴史協会評議員） 
ミツヨ・ワダ・マルシアーノ 
　（京都大学大学院文学研究科教授） 
久保豊（演劇博物館助教）
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2007年４月、文化推進部発足を機に、本学は坪内逍遙と津田左右吉の生誕地である美濃加茂市と「文化交流協定」を締結した。
美濃加茂市は逍遙の功績を称え市民文化の向上を図るため、1994年に「坪内逍遙大賞」を創設し、演劇分野において坪内逍遙の

功績を再認識させるような優秀な活動・著作を表彰している。本学は文化交流協定の一環として2007年に「早稲田大学坪内逍遙大
賞」（47ページ参照）を制定し、互いに隔年で授賞することとなった。

このほか、以下のさまざまな交流事業を実施している。

（１）学生演劇公演（文化推進部）

　学内公募で選ばれた本学の学生劇団が、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアムに約１週間合宿し野外公演を行う企画
で、2008年より毎年９月に実施。滞在中に県立加茂高等学校などでの演劇ワークショップ、坪内逍遙博士顕彰会との交流、坪内
逍遙に関する学習なども行ってきた。

■ 第11回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業学生公演　 
早稲田大学演劇倶楽部「風と共に去りぬ」

日　　時：９月15日（土）、16日（日）13：00~／18：00~
会　　場： みのかも文化の森  

美濃加茂市民ミュージアム　芝生広場（昼公演・夜公演雨天時エントランスホール）
作・演出：小坂井阿門    
出　　演：早稲田大学演劇倶楽部ほか   
主　　催：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム
　　　　　早稲田大学
協　　力：坪内逍遙博士顕彰会
来場者数（のべ）：206名

（２）「坪内逍遙大賞受賞者記念事業」協力（文化推進部、演劇博物館）

■ 第17回坪内逍遙大賞
日　　時：９月２日（日）14：30～16：00
会　　場：美濃加茂市文化会館
内　　容：
　授賞式：受賞者　北川悦吏子（脚本家・映画監督）
　対　談：北川悦吏子、岡室美奈子（演劇博物館館長）
　トークショー：出演／北川悦吏子、谷原章介、勝田夏子、田中健二
　　　　　　　　司会／駒田真紀
主　　催：NHKサービスセンター、美濃加茂市
後　　援：NHK岐阜放送局
協　　力：文化推進部、演劇博物館、坪内逍遙博士顕彰会

　８．岐阜県美濃加茂市
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鴨川市と本学の間で「鴨川市太海多目的公益用地に関する基本合意書」（セミナーハウスの誘致）の締結をしたことを契機に、鴨
川市民に早稲田大学を理解していただくため、1998年より開始した交流事業である。安房地域の小学生を対象とした理工学術院教
職員の指導による「おもしろ科学実験教室」の開催を中心に、講演会やキャンパスツアーなどさまざまな事業を実施している。

本学本庄キャンパスも設置されている埼玉県本庄市にて定期的に開催している「生涯学習推進大会」内において、2018年度より、
本学学生団体による公演を実施することとなった。

■鴨川市・早稲田大学交流事業
　「第21回おもしろ科学実験教室」

日　　時：８月22日（水）９：30～12：00（午前の部）
　　　　　　　　　　　  13：30～16：00（午後の部）
会　　場：鴨川市文化体育館（鴨川ドーム）
主　　催：鴨川市、早稲田大学
参　　加：約400名
内　　容：①自分のDNAを見たり、触ったりしよう！（対象：小学１～３年）
　　　　　② 描いたコースに沿って走るロボットを作ろう！ 

（対象：小学４～６年生）
　　　　　③ 君だけの７色に光るファイバーフラワーを作ろう！（対象：小学１～３年生）
　　　　　④ 色が変わる?! 消える?! 魔法の溶液で実験してみよう（対象：小学４～６年生）

■鴨川市・早稲田大学交流事業　講演会

日　　時：2019年１月26日（土）13：30～15：30
会　　場：鴨川市文化財センター
主　　催：鴨川市、早稲田大学
参　　加：約60名
内　　容： 「津波・高波に備える－沿岸災害からどう身を守るか－」
講　　師：柴山知也（理工学術院教授）

■「早稲田大学グリークラブ 愛唱曲ステージ」

日　　時：2019年３月16日（土）14：15～15：00
会　　場：本庄市民文化会館
主　　催：本庄市教育委員会生涯学習課
来場者数：350名

　９．千葉県鴨川市

　10．埼玉県本庄市
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宮崎県出身の歌人、若山牧水（1885～1928年）を顕彰する短歌コ
ンクール。若山は旧制延岡中学を経て、早稲田大学英文科卒（1908
年）。同級生の北原白秋（射水）、中林蘇水と親交を厚くし、「早稲田
の三水」と呼ばれる。

毎年、全都道府県から広く短歌を募集し、短歌大賞・優秀賞など
を決定している。早稲田大学は「審査員特別賞　早稲田大学賞」と
して、３名を顕彰している。2018年度は３名を表彰した。

　２．若山牧水青春短歌大賞（宮崎県延岡市）

梓立祭（しりつさい）は、「学苑創立の母」といわれる小野梓
（1852～1886年）の誕生日２月20日（新暦の３月10日）を記念日と
して祝う祭典である。小野梓を顕彰しその研究をとおして、教育文
化・芸術の向上を図りながら、宿毛の偉人たちも順次顕彰し、過去
の偉人達の足跡に学びながら青少年の健全育成や宿毛の文化・教育

の発展に寄与することを目的とする。
梓立祭では、作文・絵画コンクールを実施し、最優秀賞・優秀賞・

奨励賞として、小学生、中学生各１名を顕彰している。2018年度は
９名を表彰した。

　３．梓立祭作文・絵画コンクール（高知県宿毛市）

旺文社が、「全国の小・中・高校生の研究・アートおよび文芸の振
興奨励と、青少年の個性の育成」を目的として、1957年から主催し
ている顕彰事業である。

このコンクールでは、幅広く多様な分野に部門を設け、児童・生
徒が自身の得意分野の作品で応募でき、毎年全国から多数の応募が

ある。優秀作品には、内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞・環境大臣
賞などが授与される。早稲田大学は「早稲田大学総長賞」として、
文芸Ⅰ（小説・詩部門）の最優秀者を表彰している。2018年度は早
稲田大学総長賞を１名表彰した。

　４．旺文社主催「全国学芸サイエンスコンクール」

上越市が生んだ日本児童文学の父、小川未明（1882～1961年）の
作品および業績を広く市内外に紹介するとともに、子供の感性や想
像力を育むといった理念で設立された顕彰事業。未明は早稲田大学
英文科在学中より執筆活動を開始し、1905年に卒業。生涯で1,000点

以上の作品を世に送り出し、「日本のアンデルセン」として読者に親
しまれている。小川未明文学賞は、小学生を対象にした創作児童文
学に与えられる文学賞である。文化推進部は、後援顕彰事業を行っ
ている。

　５．小川未明文学賞（新潟県上越市）

2007年に迎えた創立125周年を記念して、近代日本の文芸・文化
の創造者ともいうべき坪内逍遙の偉業を顕彰すると同時に、その精
神を広く未来の文化の新たな創出につなげるという願いから、文芸
をはじめとする文化芸術活動において著しい貢献をなした個人（も
しくは団体）を顕彰すべく、「早稲田大学坪内逍遙大賞」を創設した。
また、これからの文化の担い手である若い才能を応援すべく、奨励
賞を併せて創設した。あまたある文芸・文化関係の賞の中で、広く
開かれた独自の意義を担う賞を目指してゆきたいと考えている。文
芸・文化・芸術活動の中から、隔年で「大賞」１名、「奨励賞」１名
を選んで顕彰する。副賞として記念のメダルと大賞100万円、奨励賞
50万円を贈呈している。

早稲田大学は、文化推進部が2007年４月に発足したのを機に、美
濃加茂市との間で同年春に文化交流協定を締結した。この協定の精
神には本学の地域連携の理念がある。具体的には早稲田大学と美濃

加茂市とが、隔年で独自の選考基準に基づきつつも坪内逍遙大賞を
選考し、結果的に毎年の授賞を実現しようというものである。美濃
加茂市坪内逍遙大賞が演劇人の顕彰であるのに対して、早稲田大学
坪内逍遙大賞は坪内逍遙の業績に鑑み、文芸をはじめとする文化全
般に貢献した人々を顕彰することを目指している。

過去の受賞者

受賞年度 坪内逍遙大賞 奨 励 賞

2007（第１回） 村上　春樹 川上未映子

2009（第２回） 多和田葉子 木内　　昇

2011（第３回） 野田　秀樹 円城　　塔

2013（第４回） 小川　洋子 小野　正嗣、山田　　航

2015（第５回） 伊藤比呂美 福永　　信

2017（第６回） 柴田　元幸 アーサー・ビナード

　１．早稲田大学坪内逍遙大賞
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2008年度からスタートした学術研究書出版制度は、「大学の
研究教育の内容やその水準を直接に体現する手段のひとつで
あり、当該大学にとって枢要な使命を担う」と位置付け、そ
の充実こそが、大学全体のアカデミック・ステイタスの維持・
向上に直結するという考えを示してきた。これまで研究教育

活動や多様な文化事業の成果を効果的に発信するために、早
稲田大学と早稲田大学出版部は連携してきた。

出版事業が学術情報発信の基盤をなすという認識から、大
学が直接これに関わって、自らの使命を果たすことが、学術
研究書出版制度の主旨であるといえる。

　１．学術情報発信の基盤としての出版事業

学術研究書出版制度について、2015年度に以下の見直しを行い、新たな制度のもと、2016年度から2018年度までに２種類の学術
研究書を発行した。

（１）２種類の学術研究書シリーズ　─　学術叢書とエウプラクシス叢書

「早稲田大学学術叢書」は、本学のアカデミック・ステイタスの維持・向上を目的とし、良質な学術研究書の出版機会を引き続き
提供する。

また、以前の「早稲田大学モノグラフ」に代わって、新鋭研究者のための叢書「早稲田大学エウプラクシス叢書」（「エウプラク
シス」は、ギリシャ語で「成功を収めた実績」の意味）を発刊し、出版経験の少ない研究者に対して出版機会を提供するため、出
版部の専門の編集者が入稿から刊行まで、原稿の完成に向けて支援する体制を作る。いずれも上製本のA ５判とし、ページ数、字
数などの詳細は募集要項に記載する。

（２）審査のプロセスと採否の最終決定について

「書面審査」では、学内外の複数の専門審査員に、原稿と提出書類に基づく審査および評価を行う。専門審査員は、応募分野の専
門研究者を中心に研究者データベースなどから抽出し選定する。学位論文をベースにしている場合は、指導教員などの関係者は除
かれ、公正性を維持する。「書面審査」による評価点に、出版物としての市場性の観点から出版部編集者の意見を加え、担当理事が
最終決定を行う。

（３）出版企画委員会の役割

委員会は、文化推進を担当する理事からの諮問を受けて、レベルの高い学術文化情報の発信、国際社会における本学のアカデ
ミック・ステイタスの向上を目指して、この制度における学術書と学内外の優れた学術研究成果の応募促進のために審議する。

（４）応募資格の拡大と募集要項などの見直し

上記の改善に伴い、「早稲田大学学術叢書」および「早稲田大学エウプラクシス叢書」の応募資格を拡大し、募集要項、審査要領
などの内容を見直す（募集要項の詳細については、ウェブサイト「早稲田文化」の学術出版支援の欄を参照）。

学術叢書刊行一覧（2009年３月～2018年３月）

　２．学術研究書出版制度の見直しについて

刊行№ 書　　　名
学術叢書１ 濱川栄『中国古代の社会と黄河』
学術叢書２ 真辺将之『東京専門学校の研究』
学術叢書３ 中垣啓『命題的推論の理論』
学術叢書４ 堀真清『一亡命者の記録』
学術叢書５ 藤井千春『ジョン・デューイの経験主義哲学における思考論』
学術叢書６ 鳥越皓之『霞ヶ浦の環境と水辺の暮らし』
学術叢書７ 山内晴子『朝河貫一論』
学術叢書８ 金孝淑『源氏物語の言葉と異国』
学術叢書９ 鈴木勘一郎『経営変革と組織ダイナミズム』
学術叢書10 佐藤洋一『帝政期のウラジオストク』
学術叢書11 五十嵐誠一『民主化と市民社会の新地平』
学術叢書12 内田悦生・下田一太（コラム執筆）『石が語るアンコール遺跡』
学術叢書13 青木雅浩『モンゴル近現代史研究』
学術叢書14 飯山知保『金元時代の華北社会と科挙制度』
学術叢書15 上野和昭『平曲譜本による近世京都アクセントの史的研究』
学術叢書16 Ayako Yoshino『Pageant Fever』
学術叢書17 河西宏祐『全契約社員の正社員化』
学術叢書18 市川熹『対話のことばの科学』
学術叢書19 伊藤りさ『人形浄瑠璃のドラマツルギー』

刊行№ 書　　　名
学術叢書20 石濱裕美子『清朝とチベット仏教』
学術叢書21 黒崎剛『ヘーゲル・未完の弁証法』
学術叢書22 片木淳『日独比較研究市町村合併』
学術叢書23 Rieko Suzuki『Negotiating History』
学術叢書24 杵渕博樹『人類は原子力で滅亡した』
学術叢書25 奥野武志『兵式体操成立史の研究』
学術叢書26 井黒忍『分水と支配』
学術叢書27 岩佐壯四郎『島村抱月の文藝批評と美学理論』
学術叢書28 高橋弘幸『企業競争力と人材技能』
学術叢書29 高橋勝幸『アジア冷戦に挑んだ平和運動』
学術叢書30 小松志朗『人道的介入』
学術叢書31 渡邉将智『後漢政治制度の研究』
学術叢書32 石井裕晶『制度変革の政治経済過程』
学術叢書33 森佳子『オッフェンバックと大衆芸術』
学術叢書34 北山夕華『英国のシティズンシップ教育』
学術叢書35 Yoshio Ueno『An Automodular View of English Grammar』
学術叢書36 森祐司『地域銀行の経営行動』
学術叢書37 竹中晃二『アクティブ・ライフスタイルの構築』
学術叢書38 渡邊詞男『格差社会の住宅政策』
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刊行№ 書　　　名
学術叢書39 岩田圭一『アリストテレスの存在論』
学術叢書40 藤岡典夫『環境リスク管理の法原則』
学術叢書41 陳丹舟『中国独占禁止法－法体系とカルテル規制の研究』
学術叢書42 上野義雄『An Automodular View of Ellipsis』
学術叢書43 小松寛『日本復帰と反復帰－戦後沖縄ナショナリズムの展開』
学術叢書44 工藤龍太『近代武道・合気道の形成－「合気」の技術と思想』

学術叢書45 牟倫海『戦後日本の対外文化政策－1952年から72年におけ
る再編成の模索』

学術叢書46 楯身智志『前漢国家構造の研究』

刊行№ 書　　　名

学術叢書47 李軍『日中漢字文化をいかした漢字・語彙指導法－「覚える」
から「考える」へ』

学術叢書48 湯浅有希子『柔道整復師―接骨術の西洋医学化と国家資格への歩み』

学術叢書49 谷口建速『長沙走馬楼呉簡の研究―倉庫関連簿よりみる孫
呉政権の地方財政』

学術叢書50 上野義雄『現代日本語の文法構造－形態論編』
学術叢書51 上野義雄『現代日本語の文法構造－統語論編』
学術叢書52 前田徹『初期メソポタミア史の研究』

学術叢書刊行一覧（2018年４月～2019年３月）
刊行№ 書　　　名

学術叢書53 新保敦子 『日本占領下の中国ムスリム－華北および蒙疆における民族政策と女子教育』

エウプラクシス叢書刊行一覧（2016年４月～2018年３月）
刊行№ 書　　　名

エウプラクシス叢書１ 島崎崇史『ヘルスコミュニケーション－健康行動を習慣化させるための支援』
エウプラクシス叢書２ 酒井雅子『クリティカル・シンキング教育－探求型の思考力と態度を育む』
エウプラクシス叢書３ 坂口可奈『シンガポールの奇跡－発展の秘訣と新たな課題』
エウプラクシス叢書４ 楢山満照『蜀の美術－鏡と石造遺物にみる後漢期の四川文化』
エウプラクシス叢書５ 飯尾美沙『小児気管支喘息の患者教育－子どもと家族への健康心理学的アプローチ』
エウプラクシス叢書６ 鄭榮蘭『日韓文化交流の現代史－グローバル化時代の文化政策：韓流と日流』
エウプラクシス叢書７ 陳雅賽『中国メディアの変容－ネット社会化が迫る報道の変革』
エウプラクシス叢書８ 森下之博『中国賃金決定法の構造－社会主義秩序と市場経済秩序の交錯』
エウプラクシス叢書９ 野口真広『植民地台湾の自治－自律的空間への意志』

エウプラクシス叢書10 Petra Karlová『Japan's Pre－War Perspective of Southeast Asia； Focusing on Ethnologist Matsumoto Nobuhiro's Works 
During 1919-1945』

エウプラクシス叢書11 水野忠尚『プレデール立地論と地政学－経済のグローバル化と国家の限界』

エウプラクシス叢書刊行一覧（2018年４月～2019年３月）
刊行№ 書　　　名

エウプラクシス叢書12 柳川響『藤原頼長－「悪左府」の学問と言説』
エウプラクシス叢書13 森達也『思想の政治学－アイザィア・バーリン研究』
エウプラクシス叢書14 李慧敏『日中電力産業の規制改革－競争政策からみた自由化への歩み』
エウプラクシス叢書15 鄭東俊『古代東アジアにおける法制度受容の研究－中国王朝と朝鮮三国の影響関係を中心に』
エウプラクシス叢書16 林佳恵『六朝江南道教の研究－陸修静の霊宝経観と古霊宝経』
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文化推進部の各機関では、所蔵資料の目録、展覧会の図録、研究紀要などを定期的に発行している。2018年度に刊行されたもの
は以下の通りである。なお、価格は2019年３月31日現在のものである。

【演劇博物館】
（1）関連書籍
「現代日本演劇のダイナミズム」

（2）演劇博物館報
エンパクブック　115号

（3）紀要
演劇研究 第四十二号

発行：2019年１月
B5判　147ページ
価格：1,000円（税込）
※完売しました

2018年10月、演劇博物館は開館90
周年を迎えた。本号では、俳優の
北大路欣也氏に祝辞をいただいた
記念式典や、鳥越文藏先生をはじ
めとする歴代館長が一堂に揃った
座談会など、開館90周年を巻頭で
取り上げます。見どころは、昨年
紫綬褒章を受賞された、劇作家の
ケラリーノ・サンドロヴィッチ氏
による特別寄稿です。そのほか、
素浄瑠璃公演「豊竹呂太夫『志渡
寺』に挑む」や三代襲名スペシャ
ルトークショー「待ってました、
高麗屋！」のレビュー、内野儀氏
による秋季企画展「現代日本演劇
のダイナミズム」のレビュー等、
豪華な一冊となっています。

発行：2019年３月15日
A5判　224ページ
無料

発行：2019年３月25日
B5判　75ページ
価格：700円（税込）

─目　次─
【資料紹介】
・ 『葛巻昌興日記』所引能楽記事稿（貞享三年五月～十二

月分）…竹本幹夫、入口敦志、江口文恵、田草川みずき、
深澤希望、柳瀬千穂、山吉頌平

・ 「三村竹清日記　不秋草堂日暦（二十七）」…三村竹清
日記研究会

・ 〈坪内逍遙宛諸家書簡４〉坪内逍遙宛　池田大伍・西川
嘉義・織田志づ・若松若太夫書簡…松山薫、濱口久仁
子、柳澤和子

・ 行友李風宛＝澤田正二郎書簡（尾道文学記念室蔵）翻刻
…羽鳥隆英

【研究論文】
・ 現代台湾における『桃花扇』の改作と上演について…

李思漢
【資料紹介】
・ 演劇博物館の戯単資料と天津の遊芸場…鈴木直子

早稲田大学演劇博物館

イナミズム

現代日本演劇のing
佐々木敦

徳永京子

宮沢章夫

相馬千秋

河野桃子

佐藤信×黒田瑞仁

豊崎由美×三浦直之

久保豊

岡室美奈子

はじめに

Essays／Interviews
平成の演劇は1994年から始まった。

『ゴドー』、不条理、ナンセンスから〈静かな劇〉へ
―――― 岡室美奈子（早稲田大学演劇博物館 館長）

（演劇の）零度のエクリチュール　松田正隆とマレビトの会
―――― 佐々木敦（批評家・HEADZ主宰）

“その後” に出現した「弱いい派」について  
震災を、以前／以降でなく、以前／直後／その後と捉えてみる
―――― 徳永京子（演劇ジャーナリスト）

「岩松了論」のためのノート
―――― 宮沢章夫（劇作家・演出家）

祝祭、災厄、サバイバル
―――― 相馬千秋（ アートプロデューサー・NPO法人芸術公社代

表理事）

2.5次元作品と小劇場の関わり
―――― 河野桃子（ライター）

記憶の体熱 　ハイバイ『て』にみる感情移入の経路
―――― 久保豊（早稲田大学演劇博物館 助教）

演劇を教わるというフィクション 座・高円寺の演劇学校「劇場創
造アカデミー」
―――― 佐藤信（劇作家・演出家）／  
　　　　 黒田瑞仁（「ゲッコーパレード」代表）

小説と演劇　ジャンルを超えた出会いが生みだすもの
―――― 豊崎由美（書評家）／三浦直之（「ロロ」主宰）

Exhibition
企画趣旨

11のジャンルおよび出展劇団（劇作家・演出家）

会場風景

【會津八一記念博物館】
（1）藪野健展
－記憶の扉を開けて

発行：2018年６月28日
A4判　83ページ
価格：1,000円（税込）

（2）穴澤コレクション
古代中国鏡の世界

発行：2018年10月11日
A4判　62ページ
価格：1,000円（税込）

（4）博士の愛した中国陶磁
─ 美と技の5000年─

発行：2019年１月19日
A4判　80ページ
価格：1,500円（税込）

（3）石を愛でる
─盆石書画の世界─

発行：2018年11月27日
A4判　80ページ
価格：1,000円（税込）
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【文化企画課】

（4）早稲田に歴史あり1 （5）早稲田に歴史あり2

発行：2015年４月６日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

発行：2015年４月６日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

【大学史資料センター】

（1）早稲田大学史記要第五十巻

発行：2019年２月28日
B5判　414ページ
非売品

（1） キャンパスが
　　ミュージアム
vol.1《早稲田キャンパス編》

（2） キャンパスが
　　ミュージアム
vol.2《大隈庭園編》

（3） キャンパスが
　　ミュージアム
vol.3《藪野 健の芸術》

発行：2015年７月31日
A5判　24ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年４月６日

発行：2015年７月31日
A5判　13ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年４月６日

発行：2015年７月31日
A5判　22ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年６月20日

岩波書店より刊行。大隈重信の思想が日本の
発展にいかに影響を与えたかを理解し、卒業
後の社会生活においても役立てることができ
るようにとの意向から、記念会堂（戸山キャ
ンパス）建替えにより全体卒業式を実施でき
ない2016年３月より３年間、学部を卒業する
全学生を対象に配付することとした。なお、
配布に際しては早稲田大学校友会の支援を得
ている。

（6）の演説談話集と同じく岩波書店より刊行。
演説談話集が、老境の大隈が若い世代に語っ
たものが、日本にどう影響を与えたかを示そ
うとしたのに対し、本書は、主に大隈の回顧
談資料から自伝的な内容をまとめ、大隈自身
の成長と活躍の過程を、自叙伝の形式にまと
めようとしたものである。なお、両書を美装
ケースに収めた「大隈重信選集」も早稲田大
学歴史館内で販売した。

論文（中嶋久人「足尾
鉱毒事件と早稲田大
学」、沖清豪「1980年
代以降の大学政策とそ
の大学への影響：１　
総論」）、事業報告、展
示等報告、早稲田大学
百五十年史、センター
彙報など収録。

（6）大隈重信演説談話集 （7）大隈重信自叙伝

発行：2016年３月16日
A6判　509ページ

発行：2018年３月16日
A6判　528ページ

（5）手鑑文彩
旧富岡美術館所蔵

発行：2019年１月25日
A4判　104ページ
価格：2,000円（税込）

（6）早稲田大学
會津八一記念博物館
研究紀要第20号

（7）早稲田大学
會津八一記念博物館
20年のあゆみ

発行：2019年３月25日
A4判　170ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2019年３月25日
A4判　56ページ
非売品
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早稲田大学では、多くのオリジナルグッズを制作・販売している。ここでは、特に文化推進部の各機関が2018年度に制作・販売
したミュージアムグッズについて記録する。なお、価格は2019年３月31日現在のものである。

【演劇博物館】
（1）卓上カレンダー2019

本文用紙12枚、裏表紙、台紙、帯
W10㎝×H21㎝×D7㎝（使用時）
500円（税込）
※完売しました

（11）メッセージカード
　　　「新富座妖怪引幕」

（4）ぽち袋

３種類（各３枚入り）、裏面に絵に関する簡単な説明付き　
W6.8㎝×H11.8㎝　400円（税込）

（6）ポストカード
　　（６枚セット）

各絵柄１枚ずつ、合計６枚
（ポストカードケース付）
ハガキサイズ　500円（税込）
演劇博物館のポストカード６種類の
セットです。
写真はセットの例です。内容が異なる
場合がありますのでご了承ください。

（9）Wポケット
　　クリアファイル

素材：ポリプロピレン
W16㎝×H22.5㎝
300円（税込）

（7）ポストカードケース

※ケースのみ
素材：ポリプロピレン
W16.5㎝×H11.9㎝
300円（税込）

（10）チケットホルダー

W10㎝×H23㎝
300円（税込）

（12）コースター

10枚入り　9㎝×9㎝
200円（税込）

（8）クリアファイル

４種類　A4サイズ
200円（税込）

（5）ポストカード

10種類　ハガキサイズ
100円（税込）

（3）ベケット・エコバッグ

A4サイズ
300円（税込）

（2）グリーティングカード2019

専用封筒、中紙（挨拶状）付き
表紙の錦絵に関する解説付き（日本語・英語）
W21㎝×H11㎝（二つ折り時）　200円（税込）

W42㎝×H11㎝　200円（税込）
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【文化企画課】

《藪野健　大隈講堂 絵画シリーズ》

（3）ポストカード

30種類　ハガキサイズ
100円（税込）

（5）ポストカード

３種類　円形
150円（税込）

（1）カレンダー

A3判　壁掛け　
500円（税込）

（8） 「集り散じて」 
ポストカード

100円（税込）

（9） ブックカバー 
（藪野健 WASEDA MAP）

300円（税込）

（5）ミニメモパッド

1冊30枚　W7.5㎝×H7.5㎝
150円（税込）

W11.5㎝×H16㎝
180円（税込）

（4）ミニクリアファイル

（6） 大隈講堂 
一筆箋

１冊40枚　300円（税込）

（2）クリアファイル

A4サイズ
200円（税込）

（7） 大隈講堂 
ポストカード

100円（税込）

（3）ポストカード

全13種類　100円（税込）

【會津八一記念博物館】
（2）一筆箋

300円（税込）

（1）クリアファイル

２種類（「明暗」「学規」）
A4サイズ　200円（税込）

（4）クリアファイル

２種類（「蛤蜊観音図」「布袋すたすた坊主」）
A5サイズ　250円（税込）
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　文化推進部の広報活動として、定期的に掲載してい

るものを紹介する。以下のほか、文化推進部では演劇

博物館、會津博物館、文化企画課がイベント案内を中

心としたメールニュースを発行している。

　１．Waseda  Onl ine（ワセダオンライン）　（https://yab.yomiuri.co.jp/adv/wol）
　毎月掲載。2008年５月から、Yomiuri Online（読売新聞社、
インターネット版）ワセダオンラインとして掲載。早稲田大学

のニュース、研究力などの分野に分かれており、その中の「文
化」の欄で記事を掲載している。

年　月　日 記　事　題　名 執　筆　者
2018年５月19日 演劇博物館開館90周年リニューアルオープン！　～劇場としての博物館を目指して 岡室美奈子（演劇博物館館長）
2018年７月11日 「藪野健展─記憶の扉を開けて」に寄せて 柏﨑　諒（會津八一記念博物館助手）
2018年９月12日 八千代座でのサイレント映画上映とシンポジウム 柴田康太郎（演劇博物館演劇映像学連携研究拠点研究助手）
2018年11月14日 2018年度 會津八一記念博物館企画展「日比義也コレクション受贈記念　石を愛でる─盆石書画の世界─」に寄せて 徳泉さち（會津八一記念博物館助手）
2019年１月９日 早稲田大学との出会い 加藤露弥（ピアニスト）
2019年３月13日 時代のなかの大隈講堂　─講堂の歩みと早稲田の歴史─ 嶌田　修（大学史資料センター助手）

　２．メールニュース（文化企画課）
発行号数 発行日 主　な　記　事

81 ４月27日 ・「予想外が待っている」Museum Week 2018開催
・「早稲田大学歴史館」来館者一万人達成！

82 ５月18日
・国際共同特別展「最古の石器とハンドアックス─デザインの始まり」
・Museum Week 2018イベント情報
・第９回　早稲田学生文化・芸術祭

83 ６月８日 ・≪対談≫柴田元幸氏＆マイケル・エメリック准教授─日本文学としての翻訳文学
・第９回 早稲田学生文化・芸術祭イベント情報

84 ６月29日

・≪シンポジウム≫AIZU MUSEUM 創立20周年記念・藪野健展―記憶の扉を開けて
・≪対談≫柴田元幸氏＆マイケル・エメリック准教授－日本文学としての翻訳文学 
・早稲田大学大学史資料センター新収資料展「資料が照らす昔日の早稲田」 
・第11回早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業学生演劇公演 早稲田大学演劇倶楽部参加作品「風と共に去りぬ」

85 ７月27日

・2018年度夏季休業期間（８月３日～９月20日）の事務取扱等について
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ
・歴史館で早稲田の魅力を発見！【オープンキャンパス2018】
・第11回早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業学生演劇公演 早稲田大学演劇倶楽部参加作品「風と共に去りぬ」

86 ８月24日
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ
・第11回早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業学生演劇公演 早稲田大学演劇倶楽部参加作品「風と共に去りぬ」
・中野区・早稲田大学文化交流事業 早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2018」

87 10月５日
・企画展「大山郁夫と学生たち─時代の中の『早稲田精神』─」
・早稲田文化芸術週間イベント情報
・企画展「穴澤コレクション　古代中国鏡の世界展」

88 10月13日

・早稲田文化芸術週間イベント情報
・企画展「大山郁夫と学生たち─時代の中の『早稲田精神』─」
・企画展「穴澤コレクション　古代中国鏡の世界展」
・中野区・早稲田大学文化交流事業 早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2018」
・多和田葉子・高瀬アキ パフォーマンス＆ワークショップ
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ

89 11月８日

・多和田葉子・高瀬アキ パフォーマンス＆ワークショップ
・中野区・早稲田大学文化交流事業　早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2018」
・音語り｜東京物語～小津安二郎映画を聞く～
・企画展「穴澤コレクション　古代中国鏡の世界展」
・企画展「日比義也コレクション受贈記念　─石を愛でる─盆石書画の世界─」
・企画展「手紙　～書翰が伝える偉人たちの絆～」（佐賀市大隈重信記念館巡回展）
・WASEDA University 2019 CALENDAR 発売
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ
・早稲田文化Facebook、Twitter、Instagram のご紹介

90 11月29日

・音語り｜東京物語～小津安二郎映画を聞く～
・企画展「日比義也コレクション受贈記念　─石を愛でる─盆石書画の世界─」
・企画展「手紙　～書翰が伝える偉人たちの絆～」（佐賀市大隈重信記念館巡回展）
・WASEDA University 2019 CALENDAR 発売
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ
・早稲田文化Facebook、Twitter、Instagram、Youtube のご紹介

91 12月21日

・企画展「日比義也コレクション受贈記念　─石を愛でる─盆石書画の世界─」
・企画展「手紙　～書翰が伝える偉人たちの絆～」（佐賀市大隈重信記念館巡回展）
・2018年度冬季休業期間（12月29日～2019年１月５日）の事務取扱等について
・WASEDA University 2019 CALENDAR発売
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ
・演劇博物館　休館のお知らせ
・早稲田文化募金のご案内
・早稲田文化Facebook、Twitter、Instagramのご紹介

92 １月30日

・早稲田大学會津八一記念博物館開館20周年・横浜ユーラシア文化館
　開館15周年記念企画 博士の愛した中国陶磁─美と技の5000年─
・企画展「手紙　～書翰が伝える偉人たちの絆～」（佐賀市大隈重信記念館巡回展）
・2018年度春季休業期間（２月５日～３月31日）の事務取扱等について
・2018年度 早稲田大学會津八一記念博物館 休館のお知らせ
・演劇博物館　休館のお知らせ
・早稲田文化募金のご案内
・早稲田文化Facebook、Twitter、Instagramのご紹介
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発行号数 発行日 主　な　記　事

93 ２月22日

・早稲田大学會津八一記念博物館開館20周年・横浜ユーラシア文化館
　開館15周年記念企画 博士の愛した中国陶磁─美と技の5000年─
・2018年度春季休業期間（２月５日～３月31日）の事務取扱等について
・早稲田大学會津八一記念博物館 リニューアルオープンのお知らせ
・演劇博物館　休館のお知らせ
・早稲田文化募金のご案内
・早稲田文化Facebook、Twitter、Instagramのご紹介

94 ３月15日

・「早稲田スポーツミュージアム」開館（2019年３月20日（水））
・大学史資料センター春季企画展「時代のなかの大隈講堂」
・富岡展「富岡コレクション 絵画の名品」
・企画展「ブブノワさんの絵画」
・會津八一記念博物館 リニューアルオープンのお知らせ
・演劇博物館　休館のお知らせ
・早稲田文化募金のご案内
・早稲田文化Facebook、Twitter、Instagram のご紹介

　３．新聞・雑誌・テレビで取り上げられた主なもの
掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取り扱い箇所

４月１日 秋艸会報　第45号 早稲田大学　會津八一記念博物館だより 會津博物館
４月５日 東京新聞 【親子でぶらり！】早稲田大学演劇博物館（東京都新宿区）　映像展示…リニューアル 演劇博物館
４月５日 東京新聞 TOKYO Web 【親子でぶらり　学べるスポット】早稲田大学演劇博物館（東京都新宿区）　映像展示…リニューアル 演劇博物館
４月５日 ジモア vol.32 早稲田散歩 春 會津博物館
４月13日 hanako.Tokyo 「歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱」！第一期は５月８日まで！ 演劇博物館
４月18日 ホットロード通信 Totus Mundus Agit Histrionem 演劇博物館
４月21日 月刊散歩の達人 早稲田大学演劇博物館 | ニッポンのエンターテインメント　歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱 演劇博物館
５月１日 家庭画報　６月号 早稲田大学演劇博物館 | ニッポンのエンターテインメント　歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱 演劇博物館
５月１日 産業新潮　５月号 シリーズ・ミュージアム | 早稲田大学演劇博物館 演劇博物館
５月１日 東京都交通局ウェブサイト 【今月の東京さくらトラム】ニッポンのエンターテインメント　歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱 演劇博物館
５月１日 芸術新潮　５月号 近代日本画とは何か 演劇博物館
５月１日 文藝春秋　2018年５月号 さぁ、博物館に行こう！ 演劇博物館
５月１日 産業新潮　５月号 シリーズ・ミュージアム | 早稲田大学演劇博物館 演劇博物館
５月１日 文芸春秋 ５月号 さあ博物館に行こう！ 會津博物館
５月７日 ステージナタリー 八代目市川染五郎が坪内逍遙訳「ハムレット」を朗読、早稲田大学にて 演劇博物館
５月14日 ステージナタリー 白鸚・幸四郎・染五郎が揃い踏み、トークショー「待ってました、高麗屋！」 演劇博物館
５月29日 朝日新聞 早稲田大学　大学力　未来に贈る「早稲田文化」 演劇博物館
６月１日 中外日報 ミュージアム探訪 會津博物館
６月７日 東京新聞 「近代の日本画」 會津博物館
６月８日 毎日新聞 遊ナビ：美術／東京　日本のやきもの展 會津博物館
６月13日 マチノコエ 2018年春にリニューアルオープン！誰もが楽しめる「エンパク」の魅力とは？ 演劇博物館
６月20日 いこーよ エンパク★こども演劇教室2018　演じるってなんだろう？【３日間】 演劇博物館
６月21日 新美術新聞 AIZU MUSEUM　藪野健展─記憶の扉を開けて 會津博物館
６月25日 ステージナタリー 平田オリザが講師の「エンパク★こども演劇教室」2018年も開催 演劇博物館
６月26日 京都新聞 解放運動史　交錯の熱 演劇博物館
６月26日 朝日新聞（夕刊） 藪野健展　記憶の扉を開けて 會津博物館
７月11日 Career Groove 演劇文化の裾野を広げて、早稲田大学演劇博物館の試み 演劇博物館
７月11日 日本経済新聞 街と人の関わりみつめ「藪野健展」 會津博物館
７月13日 東京新聞 情報の道しるべ　ほっとなび「縄文土器から伊万里まで」 會津博物館
７月23日 毎日新聞 展覧会「日本のやきもの」 會津博物館
７月30日 日本経済新聞 早稲田の杜は「ミュージアム」（REC東京）グローバル化戦略の一端 ワセジョと巡る 演劇博物館
８月３日 毎日新聞 芸術さんぽ 演劇博物館
８月３日 河北新報 「母校の記憶」絵画通し表現　藪野健さん東京で個展 會津博物館
８月30日 熊本日日新聞 無声映画 八千代座で復活 演劇博物館
９月１日 新宿plus 　vol.９ 新宿区の文化にふれる博物館・記念館めぐり 演劇博物館
９月１日 秋艸会報　第46号 早稲田大学　會津八一記念博物館だより 會津博物館
９月７日 CINRA.NET 無声映画を弁士＆生演奏付きで野外無料上映、『エンパクシネマ』に５作品 演劇博物館
９月７日 SPICE 無声映画を弁士＆生演奏付きで野外無料上映、『エンパクシネマ』に５作品 演劇博物館
９月７日 噺─HANASHI─ 日本演芸若手研精会in早稲田 演劇博物館
９月15日 SITE ABOUT TOKYO 野外上映イベント『エンパクシネマ』で無声映画を弁士＆生演奏付きで無料上映 演劇博物館
９月16日 ステージナタリー 早稲田大学演劇博物館で「演劇評論家 扇田昭彦の仕事」開催 演劇博物館
９月20日 熊本日日新聞 山鹿・八千代座で上映会 演劇博物館
９月26日 CoRich 舞台芸術！ Beta ゲッコーパレード出張公演　家を渉る劇vol.３ 演劇博物館
10月１日 プレイガイド 演劇評論家 扇田昭彦の仕事─舞台に寄り添う言葉 演劇博物館
10月４日 artscape 早稲田大学演劇博物館開館90周年記念 2018年度秋季企画展「現代日本演劇のダイナミズム」 演劇博物館
10月11日 朝日新聞　夕刊 演劇評論家 扇田昭彦の仕事─舞台に寄り添う言葉 演劇博物館
10月22日 北海道新聞 90年代以降の劇団紹介 東京で企画展 演劇博物館
10月24日 交通新聞　 「ミュージアム」第430回　會津八一 會津博物館
11月４日 TOKYO ART BEAT 現代日本演劇のダイナミズム 演劇博物館
11月５日 ステージナタリー 岩松了を “追いかけ” るトークショーが早稲田で、風間杜夫＆坂井真紀も登壇 演劇博物館
11月12日 朝日新聞 岩松了さんの世界＠早大 演劇博物館
11月25日 クライテリア　３ 現代日本演劇における「声」の問題/佐々木敦ギャラリートーク 演劇博物館
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　４．早稲田大学文化資源データベース　（https://archive.waseda.jp/archive/）

　「早稲田大学文化資源データベース」は、坪内博士記念演劇

博物館、會津八一記念博物館、大学史資料センターの文化三機

関、文化企画課および図書館が所蔵する美術工芸品、書画、文

書、博物資料、古典籍など早稲田大学の貴重な文化資源を広く

世界に向けて公開することを目的として、2017年６月から公開

している。

　文化資源に係る数多くのデータベースをワンストップで横断

検索し、資料の画像情報や付属資料詳細などを閲覧することが

できるほか、絞り込み検索、年表や地図表示など様々なアプ

ローチで資料に到達できる。資料のデータや検索結果ページな

どは「クリップ」することができ、その情報はURLとともに

サーバに保存され、「クリップ集」ページでほかのユーザーに

公開されることも大きな特徴である。公開データ数は90万件

を超えており、さらなる増加を目指す。2018年度はアクセス

数も年間50万件を超え、今後は国内外を問わずユーザーを拡

大してくことが目標である。

１．目的

２．主要機能・特徴

掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取り扱い箇所
11月28日 月刊シナリオ教室　12月号 シナリオライターのためのお役立ち！情報　資料館編190『早稲田大学坪内博士記念演劇博物館』 演劇博物館
11月30日 国会図書館カレントアウェアネス・ポータル 国際シンポジウム「クィアな記憶を発掘する─映像メディアとアーカイブの実践を通じて」（2019/１/18・東京） 演劇博物館
12月１日 クラシック映画ニュース エンパクシネマ　イベント参加者の感想 演劇博物館
12月３日 東京人　2019年１月号 現代日本演劇のダイナミズム 演劇博物館
12月６日 Discover Japan 現代演劇はどこへ行く？ 演劇博物館
12月７日 CINRA.net 大英博物館で日本国外最大規模の「漫画展」。葛飾北斎から東村アキコまで 演劇博物館
12月８日 文学通信ブログ 国際シンポジウム・クィアな記憶を発掘する ─ 映像メディアとアーカイブの実践を通じて 演劇博物館
12月10日 Timeout 大英博物館で日本のマンガ展を開催。葛飾北斎の原画までも公開 演劇博物館
12月10日 愛石　１月号 日比義也コレクション受贈記念「石を愛でる─盆石書画の世界─」 會津博物館
12月13日 デジタルアーカイブ推進コンソーシアムNewsletter 早稲田大学演劇博物館デジタルアーカイブの歴史と現在 演劇博物館
12月14日 ジャーニー 北斎から「鉄腕アトム」「ワンピース」まで！大英博物館で日本の大漫画展 来年５月から開催！ 演劇博物館
12月16日 テレビ朝日「路線バスで寄り道の旅」＃122 演劇博物館に徳光和夫、田中律子、藤原紀香来館 演劇博物館
12月22日 国際交流基金 Performing Arts Network Japan 演劇クエスト　藤原ちからのリアルゲームブックが問いかけたものとは？ 演劇博物館
12月28日 墨　256号 早稲田大学シンポジウム─「『書』を再視する」報告レポート 會津博物館

2019年１月４日 東京人　2019年２月号 SNS時代のフィクションとリアル 演劇博物館
2019年１月５日 日本経済新聞　夕刊 お得な大学博物館巡り　貴重な展示、知的好奇心満たす 演劇博物館
2019年１月６日 神奈川新聞 村上春樹が通った通称「エンパク」　先端技術の展示に注目 演劇博物館
2019年１月８日 読売新聞　東京都内版 平成の演劇シーン解説　20日まで　早大で企画展 演劇博物館
2019年１月８日 YOMIURI ONLINE 平成の演劇シーン解説　20日まで　早大で企画展 演劇博物館
2019年１月10日 読売新聞　東京多摩版 平成の演劇シーン解説　20日まで　早大で企画展 演劇博物館
2019年１月10日 読売新聞　東京都内版 演劇博物館・扇田さん展　早大　直筆原稿、取材ノート展示 演劇博物館
2019年１月10日 YOMIURI ONLINE 演劇博物館・扇田さん展　早大　直筆原稿、取材ノート展示 演劇博物館
2019年１月10日 中央公論　2019年２月号 わたしの仕事場　岡室美奈子 演劇博物館
2019年１月12日 nikkei style イノシシも演劇も雅楽も　大学博物館でお得な宝巡り 演劇博物館
2019年１月12日 NHK BS-1「greatgear」 演劇映像学連携研究拠点　くずし字事業 演劇博物館
2019年１月13日 読売新聞　東京多摩版 演劇博物館・扇田さん展　早大　直筆原稿、取材ノート展示 演劇博物館
2019年１月13日 東京新聞　東京都心版 東京人編集部から 平成ー情報革命時代 演劇博物館
2019年１月14日 NHK総合「ファミリーヒストリー」 堺正章～父は伝説の喜劇役者 引き継がれる覚悟～（資料協力） 演劇博物館
2019年１月15日 NHK北海道「おはよう北海道」 森繁久弥関連資料 演劇博物館
2019年１月15日 Pen　新年合併号 江戸前の流儀 演劇博物館
2019年１月23日 神奈川新聞 中国陶磁の名品70点　ユーラシア文化館開館15周年記念展 會津博物館
2019年１月26日 BSフジ「TOKYOストーリーズ」 小劇団クロニクル 演劇博物館
2019年２月１日 美術新聞 「博士の愛した中国陶磁展」開幕 會津博物館
2019年２月５日 朝日新聞（神奈川） 中国陶磁 ３人のコレクション 會津博物館
2019年２月６日 高田馬場経済新聞 開館90年の早稲田大学演劇博物館、バリアフリー化工事で８カ月間の休館へ 演劇博物館
2019年２月８日 毎日新聞 博士が愛した中国陶磁並ぶ 會津博物館
2019年２月９日 毎日新聞（神奈川） 博士の愛した中国陶磁　美と技の5000年　１ 會津博物館
2019年２月11日 NHK総合「ファミリーヒストリー」 中村勘九郎～中村屋 挑戦の原点～（資料協力、児玉副館長解説） 演劇博物館
2019年２月16日 毎日新聞（神奈川） 博士の愛した中国陶磁　美と技の5000年　２ 會津博物館
2019年２月17日 日本経済新聞 美の粋 画家たちの明治維新（上） 演劇博物館
2019年２月17日 東京新聞 中国陶磁器 変遷たどろう 會津博物館
2019年２月19日 宮崎日日新聞 旅する少女歌劇団　日本少女歌劇座展 演劇博物館
2019年２月23日 毎日新聞（神奈川） 博士の愛した中国陶磁　美と技の5000年　３ 會津博物館
2019年３月１日 熱海新聞 「文化の薫り高い町」継承　逍遙忌記念祭　劇作家・長田さん講演 演劇博物館
2019年３月１日 静岡新聞 文豪 逍遙の遺徳しのぶ　作詞の市歌 全員で斉唱 演劇博物館
2019年３月２日 毎日新聞（神奈川） 博士の愛した中国陶磁　美と技の5000年　４ 會津博物館
2019年３月４日 毎日新聞 運命を呼び寄せた天才　ドナルド・キーンさんを悼む（鳥越文蔵元館長） 演劇博物館
2019年３月８日 なかまぁる 演劇は認知症ケアを変える？業界を超えて注目を集めるワークショップ 演劇博物館
2019年３月９日 毎日新聞（神奈川） 博士の愛した中国陶磁　美と技の5000年　５ 會津博物館
2019年３月13日 ジャパンサーチ 早稲田大学演劇博物館データベース連携について 演劇博物館
2019年３月16日 毎日新聞（神奈川） 博士の愛した中国陶磁　美と技の5000年　６ 會津博物館
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【 博物館・資料センターの概要 】
名称 坪内博士記念演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 歴史館 早稲田スポーツミュージアム 考古資料館（本庄キャンパス）
所在地 ５号館 ２号館 79号館 １号館 37号館 91号館

概　要

１階：京マチ子記念特
別展示室　日本
の映画とテレビ 
六世中村歌右衛
門記念特別展示
室 
和書閲覧室

１階：企画展示室 
富岡重憲コレク
ション展示室 
大隈記念室（大
学史資料セン
ター所管）

５階：レファレンスルーム 
・歴史的資料 
・高等教育出版物 
・高等教育関係資料

１階：「久遠の理想」エ
リア 
「進取の精神」エ
リア 
「聳ゆる甍」エリ
ア 
企画展示ルーム 
シアタールーム 
リサーチルーム 
カフェ 
ミュージアム
ショップ 
総合案内

３階：早稲田スポーツ
ミュージアム １階：考古資料収蔵庫

２階：逍遙記念室 
企画展示室

２階：常設展示室 
・東洋美術資料 
・近代美術資料 
・考古資料 
・アイヌ民族資料 
・書画資料

３階：日本の演劇（古
代、中世、近世、
近代、現代）世
界の演劇　ヨー
ロッパ・アメリカ

６号館３階
・ 貴重書・外国語図書
閲覧室
・AVブース

お問い
合わせ

Tel：03-5286-1829 Tel：03-5286-3835 Tel：042-451-1343 Tel : 03-6380-2891 Tel : 03-5286-9079 Tel : 0495-24-1081
E-mail：enpaku@list.waseda.jp E-mail：aizu@list.waseda.jp E-mail：archives@list.waseda.jp

【文化施設の概要】

名　　　称
大隈記念講堂

小野記念講堂 ワセダギャラリー 125記念室
大講堂 小講堂

所　在　地 21号館１階 21号館B1階 27号館B2階 27号館B1階 26号館10階

利 用 目 的
式典
講演・討論
舞台・上演

講演・討論
舞台・上演

講演・討論
演劇・映画

小規模な企画展
写真・絵画など

展覧会
美術品・貴重品

座 席 数 1,121席（車椅子用２席） 300席（車椅子用１席） 206席
（最小161席・最大236席） － －

主 要 設 備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
同時通訳設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
ネットワーク設備

常設展示壁
可動式展示壁
展示台
ディスプレイ

展示ケース
映像音響設備

付 属 施 設

控室
調整室
調光室
映写室
同時通訳ブース

控室
調整室

楽屋・準備室
控室
調整室
投光室

－ －

そ の 他 貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物 ※2017年５月より閉室

※「125記念室」は貸出の対象ではありません。

　文化推進部は「大隈記念講堂」「小野記念講堂」「ワセダギャ
ラリー」「125記念室」を管理している。学内行事を開催する
ことを優先しているが、学生団体をはじめ学内団体や学外の機

関・団体にも広く利用されている。また、大隈記念講堂につい
ては学外から多くの見学者が訪れている。

　１．大隈記念講堂
　大隈重信を偲び、創立45周年の1927（昭和２）年10月15日
に竣工された。創立125周年にあたる2007年10月に改修工事を
終え、リニューアルオープンした。同年12月に国の重要文化
財に登録。全館空調設備が整えられ、情報系設備・機器も完備

した多様な用途に応えられる施設となった。早稲田大学のシン
ボルとして、大隈記念講堂は大講堂・小講堂とも学内外の機関
から国際会議、演劇、コンサート、映画などに利用されてい
る。

　２．小野記念講堂
　正門前の歴史的景観ゾーン整備の一環として、2005年に建
設された小野梓記念館（27号館）の地下２階にオープンした。
2018年の改修工事により、音響効果がさらに向上し、演劇や

コンサート、講演などの多様な用途で活用することが可能と
なった。「文化活動の成果を発表し、さらに世界の文化と交流
を図るためのホール」という理念を具現化した施設を目指す。

　３．ワセダギャラリー
　2014年秋に小野梓記念館地下１階にリニューアルオープン
（面積56.35㎡）。写真展、絵画展、書展などに利用されている

（学内箇所・教職員利用可）。

　４．125記念室
　正門前歴史的景観ゾーンに、「第２世紀の早稲田」を象徴し
て2006年２月に大隈記念タワー（26号館）10階に設置された。

早稲田大学所蔵の貴重な資料を紹介する企画展等を開催してい
る。
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【講堂設備技能判定会】

■施設利用の状況
2018年度

使用日数※1
利用団体内訳

その他※2
文化施設 利用件数 学内箇所 学生団体 学外団体

大隈記念講堂大講堂 245日 310件 254件 56件 0件 111件

大隈記念講堂小講堂 216日 316件 265件 49件 2件 90件

小野記念講堂 142日 194件 183件 10件 1件 62件

ワセダギャラリー※3 219日 15件 15件 － － －

■ワセダギャラリー使用状況
イベント名 開催期間 主催

早稲田スポーツ展　～仰ぐは同じき理想の光～ ３月24日～４月28日 競技スポーツセンター

第９回　早稲田学生文化・芸術祭 ６月４日～９日、18日～25日 学生部、文化推進部

早稲田大学オープンカレッジ木版画展覧会 ６月12日～16日 エクステンションセンター

1967年建築学科卒業生による絵画展覧会 ６月26日～７月９日 文化推進部

イラク　─戦火の子どもたち ７月12日～25日 ジャーナリズム研究所

設計演習A展 ８月４日～７日 創造理工学部建築学科

早稲田文化芸術週間2018（「キャンパスの記憶」） 10月１日～10月15日 文化推進部、校友課

白バラ　─ヒトラーに抗した学生たち─ 10月17日～11月13日 村上公子研究室（人間科学学術院）

（Im）possible展 11月14日～16日 橋田研究室（基幹理工学部表現工学科）

オープンカレッジ芸術展（水彩画展、写真展） 11月20日～12月12日 エクステンションセンター

No where people：グレッグ・コンスタンティーン氏写真展 12月14日～21日 無国籍ネットワークユース（WAVOC）

教育学部博物館実習授業成果展示 2019年１月11日～28日 教育学部博物館実習授業Gクラス

日本・セルビア現代美術交流展 2019年３月５日～14日 長谷見雄二研究室（創造理工学部建築学科）

日常生活においてコンテンツ・絵画が与える心理的影響について 2019年３月18日～19日 国際情報通信センター

早稲田スポーツ展　～仰ぐは同じき理想の光～ 2019年３月24日～４月27日 競技スポーツセンター

※１ 使用日数には、本番当日だけでなくリハーサル、設営準備、撤収日も
含む。

※２ 「その他」とは下見、見学、施設点検、定期清掃などが含まれる。
※３ 学内箇所のみ利用可能である。

※４ 大隈記念講堂・小野記念講堂については、１～４月と８月は公式行事、
施設点検、定期清掃などのメンテナンスのため原則外部団体への貸出
は行っていない。

　学生が大隈記念講堂・小野記念講堂内に設置されている照明

関連設備を利用するにあたり、各講堂別技能判定会への受講お

よび合格を義務づけている。専門技師が各講堂設備を使いこな

せる技術力の判定を行い、一定水準の技量を有すると認められ

た学生に調整室等関連施設への入室（および照明関連設備の利

用）許可を与えている（年間に複数回を開催）。

講堂設備技能判定会（照明設備）

■大隈記念講堂
　2018年度は実施せず（2019年度は大隈記念講堂が天井耐震改修工事により講堂利用できなく
なるため）。

■小野記念講堂
　2019年２月５日（火）、７日（木）、25日（月）　（計３回で、参加者22名）

大隈記念講堂
大講堂

大隈記念講堂
小講堂

小野記念講堂

ワセダギャラリー 125記念室

講堂設備技能判定会
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■坪内博士記念演劇博物館
１．演劇博物館協議員会
（1）開催記録

第１回　５月23日　　　第２回　７月20日　　　第３回　９月25日　　　第４回　11月28日（持ち回り審議）

第５回　2019年２月26日

（2）委員 （2019年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 岡崎　由美 文学学術院教授

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館規則
第９条一号による委員
（文学学術院選出）

２ 小松　　弘 文学学術院教授
３ 武田　　潔 文学学術院教授
４ 竹本　幹夫 文学学術院教授
５ 貝澤　　哉 文学学術院教授
６ 小田島恒志 文学学術院教授
７ 荻野　静男 政治経済学術院教授

第９条二号による委員
（第一号以外の学術院・学校選出）

８ 大森　信徳 法学学術院教授
９ 石原　千秋 教育・総合科学学術院教授
10 中村みどり 商学学術院准教授
11 渋谷　裕子 理工学術院准教授
12 佐藤　洋一 社会科学総合学術院教授
13 中村　　要 人間科学学術院准教授
14 杉山　千鶴 スポーツ科学学術院教授
15 辛島　デイヴィッド　 国際学術院准教授
16 青野　公彦 高等学院教諭
17 吉田　　茂 本庄高等学院教諭
18 保坂　　猛 芸術学校准教授
19 塚原　　史 會津八一記念博物館館長 第９条三号による委員
20 岡室美奈子 演劇博物館館長

第９条四号による委員
21 児玉　竜一 演劇博物館副館長
22 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 第９条五号による委員
23 渡邉　義浩（兼） 文化推進部長 第９条六号による委員

■會津八一記念博物館
１．會津八一記念博物館協議員会
（1）開催記録

第１回　５月16日　　　第２回　10月24日　　　第３回　2019年１月23日　　　第４回　2019年２月15日（持ち回り審議）

（2）委員 （2019年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ ロペス・アルフレド 政治経済学術院教授

第10条一号による委員
（学術院選出）

２ 澤田　敬司 法学学術院教授
３ 成澤　勝嗣 文学学術院教授
４ 松本　直樹 教育・総合科学学術院教授
５ 宇野　和夫 商学学術院教授
６ 寺田泰比古 理工学術院教授
７ 卯月　盛夫 社会科学総合学術院教授
８ 原　　知章 人間科学学術院准教授
９ 太田　　章 スポーツ科学学術院教授
10 池島　大策 国際学術院教授
11 守中　高明 法学学術院教授

第10条二号による委員
（館長推薦）

12 近藤　二郎 文学学術院教授
13 川尻　秋生 文学学術院教授
14 高橋龍三郎 文学学術院教授
15 丹尾　安典 文学学術院教授
16 肥田　路美 文学学術院教授
17 山田　磯夫 文学学術院教授
18 内田　悦生 理工学術院教授
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19 古谷　誠章 理工学術院教授 第10条二号による委員（館長推薦）
20 深澤　良彰 図書館長

第10条三号による委員21 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長
22 大日方　純夫 大学史資料センター所長
23 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 第10条四号による委員
24 本間　敬之 教務部長

第10条五号による委員
25 渡邉　義浩（兼） 文化推進部長
26 塚原　　史 會津八一記念博物館館長

第10号六号による委員
27 坂上　桂子 會津八一記念博物館副館長
28 下野　玲子 會津八一記念博物館主任研究員 第10条七号による委員
29 今村　昭一 會津八一記念博物館事務長 第10条八号による委員

■大学史資料センター
１．大学史資料センター運営委員会
（1）開催記録

第１回　　６月13日　　　第２回　11月21日　　　第３回　2019年１月23日

（2）委員 （2019年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 渡邉　義浩 理事（文化推進担当） 第８条一号による委員
２ 川口　　浩 政治経済学術院教授

第８条二号による委員

３ 原田　俊彦 法学学術院教授
４ 小原　　淳 文学学術院教授
５ 野口　穂高 教育・総合科学学術院准教授
６ 横山　将義 商学学術院教授
７ 小松　進一 理工学術院教授
８ 島　　善高 社会科学総合学術院教授
９ 竹中　宏子 人間科学学術院准教授
10 石井　昌幸 スポーツ科学学術院教授
11 篠原　初枝 国際学術院教授
12 岡本　宏一 校友会常任幹事 第８条三号による委員
13 沖　　清豪 文学学術院教授

第８条四号による委員
14 北河　賢三 教育・総合科学学術院教授
15 大日方純夫 大学史資料センター所長

第８条五号による委員

16 本間　敬之 教務部長
17 深澤　良彰 図書館長
18 塚原　　史 會津八一記念博物館館長
19 渡邉　義浩（兼） 文化推進部長
20 佐藤　宏之 総務部長
21 鈴木　　護 大学史資料センター事務長

２．早稲田大学百五十年史編纂委員会
（1）開催記録

第１回　７月４日　　　第２回　12月４日

（2）委員 （2019年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 渡邉　義浩 理事（文化推進担当）

第４条一号による委員
２ 佐藤　宏之 理事（総務担当）
３ 大日方純夫 大学史資料センター所長 第４号二号による委員
４ 渡邉　義浩（兼） 文化推進部長

第４条三号による委員５ 恩藏　直人 広報室長
６ 深澤　良彰 図書館長
７ 川口　　浩 政治経済学術院教授

第４条四号による委員
８ 原田　俊彦 法学学術院教授
９ 真辺　将之 文学学術院教授
10 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
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11 横山　将義 商学学術院教授

第４条四号による委員

12 岩波　　基 理工学術院教授
13 島　　善高 社会科学総合学術院教授
14 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
15 石井　昌幸 スポーツ科学学術院教授
16 宮崎　里司 国際学術院教授
17 沖　　清豪 文学学術院教授 第４条五号による委員

2 0 1 8 年度　各種会議

■文化推進部【文化企画課所管】
１．スポーツミュージアム検討チーム
（1）開催記録

第１回　６月22日　　　第２回　７月20日　　　第３回　９月28日　　　第４回　12月26日

第５回　2019年１月29日

（2）委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2019年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職
1 渡邉　義浩 理事（文化推進担当）・文化推進部長

2 友添　秀則 理事（スポーツ振興、オリンピック・パラリンピック事業推進担当）

3 恩藏　直人 広報室長

4 岡本　宏一 キャンパス企画部長

5 大日方　純夫 文化推進部副部長・大学史資料センター所長

6 石井　昌幸　 競技スポーツセンター所長

２．出版企画委員会
（1）開催記録

第１回　７月27日　　　第２回　2019年２月５日

（2）委員
　委員会は、2018年11月７日までは、出版企画委員会設置要綱の規定による本部役職委員４名、各学術院長推薦委員10名、

文化推進を担当する理事推薦委員１名の合計15名で構成されていた。2018年11月８日からは、文化推進担当理事が文化推

進部長を兼ねるので委員とみなさず、委員数に算入しない。このため、本部役職委員３名、各学術院長推薦委員10名、文化

推進を担当する理事推薦委員１名の合計14名で構成されている。

　嘱任期間は2018年５月１日～2020年４月30日である。

　なお、出版審査内容は非公開のため、委員名を省略する。

３．歴史館運営協議会
（1）開催記録

第１回　８月１日　　　第２回　10月25日　　　第３回　12月５日　　　第４回　2019年２月26日

（2）委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2019年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職
１ 渡邉　義浩 理事（文化推進担当）・文化推進部長

２ 恩藏　直人 広報室長

３ 大日方純夫 文化推進部副部長・大学史資料センター所長

４ 塚原　　史 文化推進部副部長・會津八一記念博物館館長

５ 岡室美奈子 文化推進部副部長・坪内博士記念演劇博物館館長

６ 本田　　博 文化推進部事務部長
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【 役職者人事 】
文化推進部・坪内博士記念演劇博物館・會津八一記念博物館・大学史資料センター・文化企画課

2019年４月１日現在

文化推進担当理事
渡邉　義浩（11月８日付で嘱任）

文化推進部
部長
事務部長 本田　　博
調査役（兼務） 本間知佐子（2019年２月１日付で兼務嘱任）

坪内博士記念
演劇博物館

館長
文化推進部副部長 岡室美奈子（11月８日付で副部長を兼務嘱任）

副館長 児玉　竜一
事務長 河口　俊二

會津八一記念博物館

館長
文化推進部副部長 肥田　路美（2019年４月１日付で嘱任）

副館長 坂上　桂子（９月21日付で嘱任）
事務長 今村　昭一

大学史資料センター
所長
文化推進部副部長 大日方純夫（11月８日付で副部長を兼務嘱任）

事務長 鈴木　　護（11月８日付で平山郁夫記念ボランティアセンターより転入）
文化企画課 課長 内田　　貴（11月８日付で所沢総合事務センターより転入）

退　任

文化推進担当理事 李　　成市（11月７日）
文化推進部　部長 十重田裕一（11月７日）
文化推進部　副部長 石見　清裕（11月７日）
會津八一記念博物館　館長
文化推進部　副部長 塚原　　史（2019年３月31日）

會津八一記念博物館　副館長 川尻　秋生（９月20日）
大学史資料センター　事務長 三橋　重美（11月７日付で総務部へ転出）
文化企画課　課長 坪川　雅彦（11月７日付で人事部へ転出）

【 教員人事 】
坪内博士記念演劇博物館

日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職
４月１日 嘱任 久保　　豊 助教
４月１日 嘱任 李　　思漢 助手
４月１日 資格変更 宮　　信明 講師（任期付） 助教
４月１日 資格変更 飛田　勘文 助教 助手

2019年３月31日 退任 宮　　信明 講師（任期付）
2019年３月31日 退任 山﨑　健太 助手
2019年４月１日 嘱任 埋忠　美沙 講師（任期付）
2019年４月１日 嘱任 後藤　隆基 助教

會津八一記念博物館
日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職

2019年３月31日 退任 徳泉　さち 助手
2019年３月31日 退任 柏﨑　　諒 助手
2019年３月31日 退任 ナワビ　矢麻 助手
2019年４月１日 嘱任 椋橋　彩香 助手
2019年４月１日 嘱任 宮田　悠衣 助手
2019年４月１日 嘱任 石井　友菜 助手

大学史資料センター
日　付 異動・嘱任 氏　名 役職・身分 旧所属・役職

2019年３月31日 退任 廣木　　尚 講師（任期付）
2019年３月31日 退任 佐川　享平 助教
2019年４月１日 嘱任 廣木　　尚 講師（任期付）
2019年４月１日 嘱任 佐川　享平 助教

※ 文化企画課：文化推進学生アドバイザー　８名（第６期・活動期間　2019年１月～12月）  
在学生の文化ニーズを集約し、主体的に「早稲田文化」を創造・発信することを目的として2014年３月に発足。2019年１月に第
６期目がスタートし、在学生８名がボランティアとして文化推進部主催イベントの企画・立案を行っている。

2 0 1 8 年度　人　事
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■各機関の主管施設の利用状況
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

展示室名 演劇博物館
（５号館）

會津八一記念博物館
（２号館）

早稲田大学歴史館内
企画展示ルーム

早稲田大学歴史館
（１号館１階）

早稲田スポーツミュー
ジアム（37号館３階）

125記念室
（26号館10階）

開館日数 238 104 － 299 11 68

入館者数 51,495 21,553 － 55,768 1,540 2,653

展覧会企画件数※1 3 7 3 1 1 2

■各機関文化事業および教育活動の実績総数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

催し物件数 38 2 1 9

催し物来場者数※2 7,789 223 46 35,209

各箇所設置および
協力授業コマ数※3

11 12 4 0

各箇所設置および
協力授業登録者人数※3 917 234 179 0

各箇所主催および
協力課外活動実施数※4 50 31 1 6

各箇所主催および協力
課外活動参加人数※4

2,681 862 573 3,169

※１ 各展覧会の内容・来場者数等は、展覧会・催し物の該当ページをご覧ください。
※２ 催し物は学内外での公演・講演会・（研究）公開講座とする。
※３ 各箇所設置および協力授業のコマ数は学内設置の授業のコマ数とし、登録者数は設置科目の人数のほか、学部・大学院授業へ

の協力の授業の受講生数を示す。
※４ 各箇所主催および協力課外活動実施数は、見学授業・修学旅行・学校見学会など課外授業見学者の受け入れの件数のほか、学

内外の生涯学習への協力（エクステンションや市民講座）、共催や地域交流事業の件数とし、参加人数は、上記定義に関連す
る事業に参加した人数とする。

■各機関学内外出品・協力件数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

各主管箇所出品・
展示協力件数 17 5 3 1

■図書資料・AV資料の受け入れ状況

主管箇所 和書 アジア圏図書
（中国語・韓国語） 洋書 貴重書 AV資料 受け入れ図書

総計
寄贈資料点数
（図書以外）※6

演劇博物館※5 1,727 339 121 349 2,637 5,173 26

會津八一記念博物館 45 6 0 0 0 441 0

大学史資料センター 950 0 62 138 23 1,173 2,187

※５ 演劇博物館は、演劇・映像関係図書収蔵の図書館を併設し、和書・アジア圏図書・洋書・貴重書・AV資料などを閲覧できる。
※６ 寄贈資料点数は、図書以外の寄贈資料の点数の総計である。なお、演劇博物館の点数については、件数を示している。
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文化施設マップ・連絡先一覧
https://www.waseda.jp/culture/

早稲田大学　文化推進部

文化企画課 Tel：03-5272-4783　Fax：03-5272-4784
https://www.waseda. jp/culture/　E-mai l：art-cul ture@l ist .waseda. jp

坪内博士記念演劇博物館 Tel：03-5286-1829　Fax：03-5273-4398
https://www.waseda. jp/enpaku/　E-mai l：enpaku@l is t .waseda. jp

會津八一記念博物館 Tel：03-5286-3835　Fax：03-5286-1812
https://www.waseda. jp/culture/aizu-museum/　E-mai l：aizu@l ist .waseda. jp

大学史資料センター Tel：042-451-1343　Fax：042-451-1347
https://www.waseda. jp/culture/archives/　E-mai l：archives@l ist .waseda. jp

早稲田大学歴史館 Tel：03-6380-2891　Fax：03-6380-2894
https://www.waseda. jp/culture/about/faci l i t ies/rekishikan/

早稲田スポーツミュージアム Tel：03-5286-9079
https://www.waseda. jp/culture/about/faci l i t ies/spomu/
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